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このたびは、パイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありびとラございます。 

本機の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただ < ために、この取扱説明書をよ < お読みになり、正しくお使いください。 
特に「安全上のごま意」は必ずお読みください。なお、「取扱説明書」は「保証書」と一緒に必ず保管してください。 
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まを上のごま意 


ご使用前に「安全上のごま意」を必ず読み、正し<安全にお使い<ださい。 

この取扱説明書および製品には、製品を安全に正し<お使 
いいたださ、お客様や他ので々への危害や財産の損害を未 
然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。そ 
の表示と意味は次のよラになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


【么警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t 
または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示していま 
す。 


[ A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷喜 
を負ラ可能性び想定される内容、および物的損害のみの発 
生び想定される内容を示しています。 


給表示の例 



€ 


么記号はミ主意（警告を含む）しなければならな 
い内容であることを示しています。 

図の中に具体的なま意内容び描かれています。 

( S ) 記号は禁止（やってはいけないこと）を示し 
ています。 

図の中や近<に具体的な禁止内容（左図の場合 
は分解禁止）び描かれています。 

♦記号は行動を強制したり指示したりする内容 
を示しています。図の中に具体的な指示内容(左 
図の場合は電源プラグをコンセントから抜く） 
び描かれています。 


[么警告 


♦ン異常時の処置 


€ 

€ 

€ 

♦ 設置 

0 


万一、煙び出ている、変なにおいや音びするな 
どの異常状態のまま使用すると、火災-感電の 
原因となります。すぐに本機の電源スイッチを 
切り、電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。煙び出なくなるのを確認して、販売店に 
修理をご依頼<ださい。お客様による修理は危 
険ですから絶対にしないでください。 

万一、内靴こ水や異物等び入った場合は、すぐに 
本機の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセ 
ントから抜いて、販売店にご連絡ください。その 
まま使用すると火災-感電の原因となります。 

万一、本機を落としたり、カバーを破損した場 
合は、すぐに本機の電源スイッチを切り、電源 
プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡 
ください。そのまま使用すると火災-感電の原 
因となります。 


付属の電源コードはこの機器のみで使用するこ 
とを目的とした専用部品です。他の電気製品で 
はご使用いただけません。他の電気製品で使用 
した場合、発熱により火災•感電の原因となる 
ことびあります。 

また、電源コードは本製品に付属のをの!;!外は 
使用しないで<ださい。他の電源コードを使用 
した場合、この機器の本来の性能び出ないこと 
や、電流容量不足による発熱から火災•感電の 
原因となることびあります。 


0 


電源コードの上に重いをのを載せたり、コード 
び本機の下敷さになったりしないよラにしてく 
ださい。コードの上を敷物などで覆ラと、気づ 
かずに重いをのを載せてしまラことびありま 
す。重いをのを載せるとコードび傷ついて、乂 
災-感電の原因となります。 


♦ン使用環境 


本機の内部に水び入ったり、蕭れたりしないよ 
ラごま意ください。火災•感電の原因となりま 
す。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特に 
ごま意ください。 

風呂場、シャワー室等では使用しないでくださ 
し、火災-感電の原因となります。 

表示された電源電圧（交流100ボルト、 
已日 Hz / 目0 Hz ) じ(外の電圧で使用しないでく 
ださい。火災-感電の原因になります。 

本機を使用でさるのは日本国内のみです。船舶 
などの直流 ( DC ) 電源には接続しないで<ださ 
し、。火災の原因となります。 


♦シ使用方法 


0 


本機の上に花びん、コップ、化粧品、薬品や水 
などの入った容器を置かないで<ださい。こぼ 
れたり、中に入った場合、火災•感電の原因と 
なります。 

濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないで < だ 
さい。感電の原因となることびあります。 

本機の通風孔などから、内部に金属類や燃えや 
すいちのなど異物を差し込んだり、落としたり 
しないでください。火災•感電の原因となりま 
す。特に小さなお子様のいるご家庭ではごミ主意 
ください。 

雷び鳴り出したら、アンテナ線や電源プラグに 
は触れないでください。感電の原因となります。 

電源プラグの刃および刃の付近にホコ U や金属 
物び付着している場合は、電源プラグを抜いて 
から乾いた布で取り除いてください。そのまま 
使用すると火災-感電の原因となります。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に 
巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱し 
たりしないでください。コードび破損して乂災- 
感電の原因となります。コードび傷んだら（お 
線の露出、断線など）、販売店に交換をご依頼 
ください。 

本機のカバーを外したり、改造したりしないで 
ください。内部には電圧の高い部分びあり、乂 
災•感電の原因となります。内部の点検’整備- 
修理は、販売店にご依頼< ださい。 


[ A 注意 


♦ 設置 

〇 


電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し 
込んで<ださい。差し込みび不完全だと、発熱 
したりホコ U び付着して火災の原因となること 
びあります。また、電源プラグの刃に触れると 
感電することびあります。 
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まを上のご注意 


本機の上に火びついたろラそくなどの裸火を置 
かないでください。火災の原因となります。 


本機の上に重いをのや外枠からはみ出るよラな 
大さなをのを置かないでください。バランスび 
くずれて倒れたり、落下してけびの原因となる 
ことびあります。 


電源プラグは、根元まで差し込んでちゆるみび 
あるコンセントには接続しないでください 。発 
熱して火災の原因となることびあります。販売 
店や電気工事店にコンセントの交換を依頼して 
ください。 

電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張 
らないでください。コードび傷つさ火災-感電 
の原因となることびあります。必ずプラグを 
持って抜いてください。 

電源コードを熱器具に近づけないで<ださい。 
コードの被ふくび溶けて、火災-感電の原因と 
なることびあります。 

本機を移動する場合は、電源スイッチを切り、必 
ず電源プラグをコンセントから抜さ、外部の接続 
コードを外してから、行ってください。コードび 
傷つさ火災-感電の原因となることびあります。 

ぐらついた台や傾いたところなど不安定な場所 
に置かないでください。落ちたり、倒れたりし 
て、けびの原因となります。 


本機の上にテレビやオーディオ機器を載せたま 
ま移動しないでください。倒れたり、落下した 
りしてけびの原因となることびあります。重い 
場合は、持ち運びは2人!; Lh で行ってください。 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる 
場所など、異常に温度び高くなる場所に放置し 
ないでください。火災の原因となることびあり 
ます。 


♦ン使用方法 

0 ディスクを使用する機器の場合、ひび割れ、変 

形、または接着剤などで補修したディスクは使 
用しないでください。ディスクは機器内で高速 
回転しますので、飛び散ってけびの原因となる 
ことびあります。 

0 レーヴーを使用している機器では、レーヴー光 

源をのぞさこまないでください。レーヴー光び 
目に当たると視力障害を起こすことびあります。 

0 長時間音び歪んだ状態で使わないで<ださい。 

スピーカーび発熱し、火災の原因となることび 
あります。 

0 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでくだ 

さい。特にお子様はごま意ください。倒れたり、 
壊れたりしてけびの原因となることびあります。 

A お子様びディスク挿入口に、手を入れないよラ 

にごま意ください。けびの原因になることびあ 
/^\ります。 

手を挟まれないよう注意 

旅行などで長期間ご使用にならないとさは、安 
全のため必ず電源プラグをコンセントから抜い 
てください。 

♦ン保守.点検 

お手入れの際は安全のために電源プラグをコン 
セントから抜いて行ってください。感電の原因 
となることびあります。 

A 己年に一度くらいは内部の掃除を販売店などに 
ご相談ください。内部にホコ U びたまったまま、 
長い間掃除をしないと、火災や故障の原因とな 
ることびあります。特に湿気の多<なる梅雨期 
の前に行ラとより効果的です。なお、掃除費用 
については販売店などにご相談<ださい。 
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使用上のごま意 


本機を移動する場合のご注意 

本機を移動する場合は、必ずディスクを取り出し、ディス 
クトレイを閉じてください。さらに本体のむ STANDBY/ 
ON ボタン(または U モコンのむ電源ボタン)を押して、本 
体表示窓の [POWER 日 FF] 表示び消えてから、電源コードを 
抜いてください。ディスクを内部に入れたまま移動する 
と、故障の原因となります。 


設置する場巧 

組み合わせて使用するテレビや AV システムの近くの安定し 
た場所を選んで < ださい。 

テレビやカラーモニターの上に本機を設置しないでくださ 
い。カセットデッキなど、磁気の影響を受けやすい機器と 
は離して設置してください。 

次のよラな場所は避けてください 
• 直射日光のあたる所 
• 湿気の多い所や風通しの悪い所 
• 極端に暑い所や寒い所 
• 振動のある所 

• ホコ U やタバコの煙の多い所 
• 油煙、蒸気、熱びあたる所(台所など） 

上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 

通気孔をふさがない 

毛足の長い敷物やベッド、ソファーの上などで使用した 
り、本機を布などでくるんで使用しないでください。放熱 
を妨げ、故障の原因となります。 

熱を受けないよ3にする 

本機をアンプなど、熱を発生する機器の上にのせないでく 
ださい。ラックに入れる場合はアンプや他のオーディオ機 
器から出る熱を避けるため、アンプよりでさるだけ下の棚 
に入れてください。 



厄 


本機を設置する場合には、壁から10 cm な上の間 
隔をおいて < ださい。また、放熱をよくするために、 
他の機器との間はかし離して設置してください。 
ラックなどに入れるときには、本機の天面から 
10 cm じ(上、背面から10 cm じ(上、側面から 
10 cm じ(上のすきまをあけてください。内部に 
熱びこちり、乂災の原因となることびあります。 


D3-7-12-5-1 *_A1_Ja 


• 本機の使用環境温度範囲は+日む〜+3已む、使用環境湿 
度は80 %しツ下(通風孔び巧げられていないこと)です。 
風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射日光（また 
は人工の強い光）の当たる場所に設置しないで<ださ 
い。 


結露について 

冬期などに本機を寒いところから暖かい室内に持ち込んだ 
り、本機を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたり 
すると、内部(動作部やレンズ)に水滴び付さます(結露)。 
結露したままでは本機は正常に動作せず、再生びでさませ 
ん。結露の状態にをよりますび、本機の電源を入れずに 
1〜2時間放置し、本機の温度を室温に保てば水滴び消え、 
再生でさるよラになります。 

夏でをエアコンなどの風び、本機に直接あたると結露び起 
こることびあります。その場合は本機の設置場所を変えて 
ください。 


製品のお手入れについて 

本体は通常、柔らかい巧でから拭さして<ださい。巧れび 
ひどい場合は水で己〜目倍に薄めた中性洗剤に柔らかい布を 
浸してよ<絞り、巧れを拭さ取ったあと乾いた巧で拭いて 
ください。 

アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着する 
と印刷、塗装などびはげることびありますのでごま意くだ 
さい。また、ゴムやビニール製品を長時間触れさせること 
ち、キャビネットを傷めますので避けてください。 

化学ぞラさんなどをお使いの場合は、化学ぞラさんなどに 
添付のま意事項をよ < お読み< ださい。 

お手入れの際は、電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 


ガラスドア付をラックに入れたとまのご注意 

ガラスドアを閉めたまま、 U モコンの A 開/閉ボタンを押し 
てディスクトレイを開けないでください。ディスクトレイ 
の動さび妨げられると、故障の原因になります。 


本機をほわないとをは電源を切る 

テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたままテ 
レビをつけると画面にしま模様び出る場合びありますび、 
本機やテレビの故障ではありません。このよラな場合は本 
機の電源を切ってください。ラジオの音声の場合を同様に 
ノイズび入ることびあります。 
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大切なお巧 s せ 


本書に記載されているマークについて 


BD ビデオ I . 日 D ビデオの再生中に使える機能を示して 

います。 

BD-RE I . 目 D - RE の再生中に使える機能を示していま 

す。 

BD-R I . 日 D-R の再生中に使える機能を示していま 

す。 

DVD ビデオ I ...... DVD ビデオの再生中に使える機能を示して 

います。 

DVD-RWI . DVD - RW の再生中に使える機能を示してい 

ます。 

DVD-RI . DVD - R の再生中に使える機能を示していま 

す。 

AVCHD I . AVCHD フオー マツ トで 記録され ている 

DVD の再生中に使える機能を示していま 
す。 

音楽 CD I . 音楽 CD の再生中に使える機能を示してい 

ます。 

I ......... CD - RW の再生中に使える機能を示してい 

ます。 

咖 I ......... CD - R の再生中に使える機能を示していま 

す。 

USB I ……… US 目メモ U - の再生中に使える機能を示し 
ています。 


商標-登録商標など 


• AV 素材には、著作権所有者の許可なしに記録してはい 
けない素材である場合びあります。それぞれの国で関連 
法を参照してください。 

• 本機は、□ヴィコーポレーションおよび他の権利保有ち 
び所有する合衆国特許および知的所有権によって保護さ 
れた、著作権保護技術を搭載しています。この著作権保 
護技術の使用には□ヴィコーポレーションの許可び必要 
であり、同社の許可びない限りは一般家庭およびそれに 
類似する限定した場所での視聴に制限されています。解 
析や改造は禁止されていますので行わないで<ださい。 

• ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビー 
ラボラト U —ズの商標です。 

•米国特許已4已] 942号、已9已目目74号、 

已974380号、已9787目2号、目22目目]目号、 

目487己3己号、 7392]9已号、 7272已目7号、 
7333929号、 72] 2872号、または、米国およびそ 
の他の国での登録済み特許、または特許申請中の実施権 
に基づさ製造されています。 DTS および記号は DTS 社 
の登録商標であり、また、 DTS - HD 、 DTS-HD Master 
Audio I Essential および DTS の□ゴは DTS 社の商標です。 
製品はソフトウェアを含んでいます。 ◎ DTS 社不許複 
製。 

• " Blu-ray Disc " 、"目 lu - ray " および"目 lu-ray Disc " □コ'は 
Blu-ray Disc Association の商標です。 

• "BD LIVE " □ゴは Blu-ray Disc Association の商標 
です。 

• は DVD フオーマット□ゴライセンシング(株） 
の商標です。 


H 口 mi 

• HDMI、HDMI □ゴ、および Hi 呂 h-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の米国とその他の 
国における商標または登録商標です。 

x.v.Color 


• " x . v . Color " および X.v.Color は、ソニー株式会社 
の商標です。 





Java 

POWERED 


• Java およびすベての Java 関連の商標および□ゴは、米 
国およびその他における米国 Sun Microsystems , Inc . 
の商標または登録商標です。 

BONUSI//F 旷 

• "目日 NUSVIEW " は Blu-ray Disc Association の商標 
です。 

RW 

COMPATIBLE 

• この表示は VR フォーマット(ビデオレコーデ ィング フォー 
マット) 記録された DVD - RW び再生で さる 機能を示しま 
す。ただし、 ] 回だけ録画可能な番組を記録した デ ィス 
クは、 CPRM 対応機器で再生び可能です。 

AVCHD™ 

• " AVCHD " および " AVCHD " □コ'はパナソニック株 
式会社とソ—一株式会社の商標です。 


この製品では、シャープ株式を社び表示画面で見やす 
く、読みやすくなるよラに設計した LC フォント（複製禁 
止）び搭載されております。 

LC フォント、 LCFONT 、 エルシーフォント及び LCD 
ゴマークは、シャープ株式を社の登録商標です。 

なお一部 LC フォントでないものも使用しております。 
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ディスクについて 


本機で再をでをるディスク 


下記表のマークびディスクレーベル、パッケージ、またはジャケットに表記されているディスクを再生でさます。 
下記表のマークび付いていてを、再生でさないディスクびあります。また、再生でさてを、画質や音質は保証でさません。 


—--- - g をできる条件 

ディスクの 種類 - -—— 一 — — 

ディスクの 
大ささ 

録画方式 
(フォーマット） 

再生でさる 
内容 

BD 

B 心巧 W Oise 

日 D ビデオ 1 

リージョンナンバー 「 A 」 または、 

[All Region けールリージョン）」 

のディスク 

12 cm 盤 

BDMV フオーマット 

音声+映像 
(動励 

BD-RE r 

BD-R 

Ver . 2.1 、 SL (1 層） /DL に層） 

Ver . 1.1 、 SL (1 層） /DL に層） 

Ver . 1.2 、 SL (1 層） /DL に層） 

Ver . 1.2 、 LTH TYPE 

Ver . 1.3 、SL (1 層） /DL に層） 

Ver .1.3 、LTH TYPE 

BDAV フォーマット※ 2 
BDMV フオーマット 

DVD 

DVD ビデオ |糾 

リージョンナンバー「2」または 
「 ALU の含まれるディスク 

12 cm 盤 

8 cm 盤※ 4 

ビデオフォーマット 

音声+映像 
(動画） 

oyp 

DVD-RWp5 DVD-R |》5 DVD-R DLI 

12 cm 盤 

8 cm 盤※ 4 

VR フオーマット 
ビデオフォーマット 
(ファイナライズ済 
ディスク） 

AVCHD フオー7ット 

音声+映像 
(動励 

MP 3 ファイル 

音声 

JPEG ファイル 

静止画 

DVD + RW , DVD + R , DVD+R DL 

12 cm 盤 

8 cm 盤※ 4 

ビデオフォーマット 
(ファイナライズ済 
ディスク） 

AVCHD フオーマット 

音声+映像 
(動励 

MP 3 ファイル 

音声 

JPEG ファイル 

静止画 

CD 

[fi® 

DIGITAL AUDIO 

音楽 CD 1 

12 cm 盤 

8 cm 盤※ 4 

音楽用 CD フォーマット 

音声 

抽 ti® (SdSI 

DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

IReWritable! 1 がん】ム kWU 

CD-RW 1 CD-R 1 

12 cm 盤 

8 cm 盤※ 4 

音楽用 CD フォーマット 
MP 3 ファイル 

音声 

JPEG ファイル 

静止画 


目 DMV フオーマツトと目 DAV フオーマツトび混在して記録されている目 D - RE / 目 D - R は再生できません。 

^■2 弊社の目 D レコーダーで記録した長時間 ( H .264 記録)ディスクを再生でさます。 

^3 96 kHzU ニア PCM 音声は、48 kHzU ニア PCM 音声に変換して出力します。 

心8 cm ディスクを再生するときは、ディスクトレイの8 cm ディスク専用の梓にセツトしてください。アダプターは不要です。 

^5 DVD - RW /- R に PRM 対応)に録画されている「1回だけ録画可能」の番組を再生できます。 

。お知らせ- 

• 目 D / DVD ビデオの操作と機能は、本書の説明内容と異なる場合びあります。また、ディスクメーカーの都合により一部 
の機能び使えない場合びあります。 

• 他機器で録画したディスクを再生するとをは、必ずファイナライズしてください(本機ではファイナライズでさません)。 
ファイナライズしてを再生でさないことびあります。 





































ディスクについて 


本機で再生でをないディスク 


• 本機で再生でさるディスクでを、次のよラな場合はまったく再生でさないか、正常な再生びでさないことびあります。 


BD ビデオ 1 

• U —ジョンナンバーび 「A ( A を含む)」または 「 ALU な外のディスクは再生できません。 

U —ジョンナンバーの記載びないディスクは、 NTSC 方式のディスクであれば再生でさることちあります。 

• PAL ち式、 SECAM ち式のディスク 

BD-RE 1 

BD-R 1 

• BD-RE Ver .1.0 は本機で再生できません。 

• カート U ッジタイプのディスクは再生でさません。 

DVD ビデオ 1 

• U - ジョンナンバー 「 ALU 、 「2」び含まれていないディスク（正式な販売地域な外のディスク） 

• PAL 方式、 SECAM ち式のディスク（海外で製造されたディスク） 

• 無許諾のディスク（海賊版のディスク） 

• 業務用のディスク 

DVD-RWI 

DVD-R 1 

DVD+RW 

DVD+R 

• データび記録されていないディスク 

• AVCREC フォーマットで記録されたディスク 

• 記録に使用したレコーダーによっては、再生でさません。 

• ファイナライズされていないディスク 

• 音楽や映画などと静止画 （ JPEG ファイル）びミ昆在したディスクは、再生でさない場合びありまず。 

また、ディスクによってはまったく再生でさません。 

巧のディスクは再生できない場合びあります。 

• DVD-R ( VR フォーマット）ディスク 

• DVD-R DL (2 層）ディスク 

• DVD+R DL (2 層）ディスク 

CD-RW 1 

CD-R 1 

• データび記録されていないディスク 
• ファイナライズされていないディスク 
• マルチセッションのディスク 

• 音楽 CD フォーマット、 JPEG 、 MP 3 1；!外のフォーマットで記録されたディスクや、音楽や映画などと静止画 (JPEG 
ファイル）びミ居在したディスクは、再生できない場合びあります。 

また、ディスクによってはまったく再生でさません。 

• ディスクの記録状態/ディスク自体の状態によっては、再生でさません。 

• ディスクと本機の相性、または記録に使用したレコーダーによっては、再生できません。 

音楽 CD 1 

• 著作権保護を目的とした信号（コピーコント□ール信号）の入った CD は再生でさない場合びありまず。 

• DTS 音声と1」ニア PCM 音声びミ昆在しているディスクは再生でさない場合びありまず。 

本製品は、 CD (コンパクトディスク）規格に準拠した音楽用 CD の再生を前提として設計されています。 

ビデオ CD 

• ビデオ CD は本機で再生できません。 

DTS CD 

• U ニア PCM 音声のトラックびミ居在ずるなど、一部のディスクによっては、正常に再生でさないことびあります。 


上記!;!外で再生でさないディスク 

. じ〇〇※！ 

-フオト CD 
- CD-ROM 
- CD-TEX^pi 
- CD - EXTRA * 1 
- SACD 

• PD 
- CDV 
- CVD 
- SVCD 
- DVD-RAM 
- DVD - 才ーディオ 

• HD DVD 
- CD-WMA 

x ’ l 音声のみ再生でさます。 


♦ン特殊なおのディスクについて 

本機では、特殊な形のディスク（八ート型や六角形等）は再生でさ 
ません。故障の原因になりますので、そのよラなディスクはご使用 
にな5ないで < ださい。 
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ディスクについて 


BD ビデオについて 


巨日 NUSVIEW 機能および目 D - UVE 機能に対応したディス 
クを再生でさます （29 ぺー ジ)。 

ディスクからコピーしたデータ(第2映像(ピクチャーインピ 
クチャー)など)やインターネットを経由してダウン□ー ド 
した特典を楽しめます。たとえば、第]映像で本編を再生 
しなびら、第2映像で映画監督による解説をル画面で再生 
でさます。 

。お知らせ- 

• 操作でさる機能はディスクによって異なります。 


タイトル、チヤプター、トラックについて 


• 目 D と DVD に記録されている内容は、タイトルとチャプ 
ターに分かれています。 ] 枚のディスクに複数の映画び 
記録されているとさは、それぞれの映画はタイトルに分 
かれています。さらに、タイトルの内容はチャプターに 
分かれています(例1)。 

• 音楽 CD に記録されている内容はトラックに分かれてい 
ます。]巧びそれぞれのトラックに分かれています(例 
2)。 

例];巨 D、DVD 


DVD ビデオのケースに表記をれているマークに 
ごいて 


□ 曰 


1. 英語 田 DOLBY f 21 ]. English 

2. 日本語 digital I ぃ"り 2. Japanese 


且凸且 


1 16:9 回 励國 


□ 音青言語と音青フォーマット 

DVD は最大8つの言語の音声を同時に記録でさます。 
U ストの1番目に書いてある言語び元の言語です。 

この欄には、サウンドトラックの音声 フォー マットに 
ついてを書いてあります。 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルを楽しむには本機とドルビーデジタ 
ル対応アンプを接続することをお勧めします。 

DTS 

DTS を楽しむには本機と DTS 対応アンプを接続する 
ことをお勧めします。 



例2 :音楽 CD 


(""トラック 1〉ぐ ラック 2) (トラック 3〉 （トラック 4〉 


U ニア PCM 

圧縮をしない音声信号です。 

曰字幕言語 

ディスクに記録されている字幕言語の種類を表してい 
ます。 

且画面縦横比 

ディスクに記録されている画面縦横比の種類を表して 
います。 

□ アングル 

DVD ビデオでは、最大9つのカメラアングルの映像を 
同時に記録でさます。記録されているアングルからお 
好さなちのを選んで楽しめます。 

曰リージョンナンパー 

ディ スクの U —ジョンナンバー (地域ま号) を表してい 
ます。 
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ディスクについて 


イスクの取り扱いについて 


ディスクの取り扱いについて 

• ディスクに指紋やほこりび付くと、再生でさなくなるこ 
とびあります。ディスクはていねいに扱い安全な場所に 
保管してください。 


ディスクの保管場所 


ディスクのケースに入れ、立てて保 
管してください。 


妻 

直射日光の当たるところや熱器具な 
どのそば、湿気の多いところは避け 
て保管してください。 

織''- 

落としたり、強い振動やショックを 
与えないで < ださい。 


ほこりの多いところやカビの発生し 
やすいところは避けてください。 

隸 S 


ディスクのお手入れ 

• ディスクについた指紋やミちれを落とすとさは、柔らかい 
布でディスクの中必から外側に向かって軽く拭さ取るよ 
ラにしてください。 

• シンナーやベンジン、アナ□グ式レコード盤用のク U - 
ナ ー、 静電気防止剤などは絶巧に使用しないで<ださ 
し、。ディスクを傷める原因となります。 

• 記録面(再生面)には手を触れないで < ださい。 

• ディスクに紙やシールを貼らないでください。 

• ディスクの記録面び巧れていたり、傷び付いたりしてい 
ると、本機び再生でさないディスクと判断しディスクを 
排出する場合や正常に再生でをない場合びあります。 

レンズのク U —ニングについて 

• レンズにゴミやほこりびたまると、音飛びしたり画像び 
乱れたりすることびあります。このよラな場合は、「保 
証とアフターサービス」 （6 已ぺージ） をお読みのラえ、 
清掃をご依頼ください。市販されているク U —ニング 
ディスクを使用するとレンズを破損する恐れびあります 
ので、ご使用にならないでください。 

結露について 

• 下記のよラな温度差の激しいところに設置すると、内部 
のピックアップレンズやディスクに「結露」び起こる場 
合びあります。 

-暖房をつけた直後。 

-湯気や湿気び立ちこめている部屋に置いてあるとさ。 

-をえた場所馆喔)から急に暖かし鄉屋に移動したとき。 

結露すると： 

• ディスクの信号び読み取れず、この製品び正常な動 
作をしないことびあります。 

結露をとるには： 

• ディスクを取り出して、電源を切り、結露びなくな 
るまで放置してください。そのままご使用になる 
と、故障の原因になります。 
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ファイルについて 


DVD-RWI DVD-RJ CD-RW J CD-R J USB J 


音声ファイルの再生について 


MP 3 ファイルを再生でさます。 

• 下記のヴンプ U ング周波数で記録されているファイルに 
対応しています。 

8 kHz , 11 .02 已 kHz , 12 kHz , 16 kHz , 22.0已 kHz ， 
24 kHz , 32 kHz , 44.1 kHz , 48 kHz 
• 拡張テ 「. mp 3」 または 「. MP 3」 び付いているファイル 
だけ再生でさます。 

• 音質的には、 ] 28 kbps 上の記録ビットレートをお勧 
めします。 

• 再生でさるファイルサイズは最大20日 M 目です。 

• MP 3 しツ外 （ WMA など）の音声ファイルは再生でさませ 

• 再生でさない MP 3 ファイルをあります。 

• MP 3 ファイルは記録された順番には再生されません。 

• ディスクに MP 3 ファイルを記録するとさ、低速で記録 
することをお勧めします。高速で記録すると、ノイズび 
発生したり、再生でさないことびあります。 

• フォルダーの数び多いと、読み込みに時間びかかります。 
• フォルダー構成によっては、 MP 3 ファイルの読み込み 
に時間びかかることびあります。 

• 音声ファイルを再生しているとさ、経過時間び正しく表 
示されないことびあります。 


画像ファイルの再生について 


JPEG ファイルを再生でさます。 

• 再生でさるファイルは下記のとおりです。 

-ベースライン JPEG および Exif 2.2 に準拠している。 

-拡張テ： r . jpgj または r.jPGj 
-解像度： 32 X 32 ピクセル〜7目8日 X 4320 ピクセル 
-ファイルサイズ： 20 M 日しツ下 

• JPEG HD に対応しています。72日 P または ] 08 Oi の 
高解像度で画像を出力します。 

• 縦横比び異なる JPEG ファイルを再生したとさは、画像 
の縦または横に黒い帯を付けて表示することびあります。 

• JPEGU « (外 ( TIFF など）の画像ファイルは再生できません。 
• 再生でさない JPEG ファイルをあります。 

• プ□グレッシブ JPEG は再生でさません。 

• モーション JPEG は再生でさません。 

• 画像処理ソフトなどで加工した JPEG ファイルは、再生 
でさないことびあります。 

• インターネットまたは E メールから取り込んだ JPEG 
ファイルは、再生でさないことびあります。 

• フォルダー/ファイル数または容量によっては、再生す 
るまでに時間びかかる JPEG ファイルもあります。 

• EXIF 情報は表示されません。 


音声ファイル、画像ファイルとフォルダーに 
ごいて 


下記のよラにディスクや US 目メモ U —にフォルタ'一を作成2 
すると、音声ファイルや画像ファイルを本機で再生するこ™ 
とびでさます。 

フオルタ'一構成例： 

ルート 



※•••ルートディレクト U を含め、ひとつのフオルダーに含 
まれるフオルダーとファイルの数は最大2日目個です。ま 
た、フオルダー階層は最大已階層にしてください。 


。お知らせ- 

• 本機で表示されるファイル名やフオルダー名は、パソコ 
ン上の表示と異なることびあります。 
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付属品を確認する 



U モコン 

単3形乾電池 (X 2) 

電源コード 






電源 開/閉 

© © 





爲が恩ル哥逍卜力 



(巨 DP-LX 已 3) 

または 

旧 DP -330) 


音再宇 寒 アノブルフロントラ仆 

□ □ □ □ 

□□回回 
回回回 
回のの 

い リァ I 「0 I 四 

第2映像キー□ックぺージ 

□ □ H 

□ □ 已 

お了 函面表示巧挺メニ i- 




ディスクナビ ボ狸プ 

a 

早戻し再を早送り 

Lul I ° > i 四 

-時停止惇止 

I …I 11 。I 1 … 1 

回凶曲岛 

CM バック饥1スキップ 

回曰 


ビデオ/オーディオケーブ J レ 

• 保証書 

• 取扱説明書（本書） 






1己 D プレーサ ー 1 




V 
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る部の名前とはた s を 


本体前面部 



電源びオンのとさにインジケーターび点丹 
します ( BDP - LX 已3のみ)。 

■(停止） （27 ぺージ） 

II ( —時停止） （36 ぺージ） 

リモコン受光部 （22 ぺージ） 

PQLS インジケーター (26 ぺージ） 

ブルーレイインジケーター 
電源びオンのとさに点丹します。 


8 HDMI インジケーター (2 已ぺージ） 

9 A OPEN/CLOSE (27 ぺージ） 
10FL OFF インジケーター (2 已ぺージ） 
11 USB5 荒子（21、48ページ） 

12本体表示窓（下記） 

13 ►(再生） （27 ぺージ） 


A ミ主意 

♦製品の仕様により、本体部や U モコン （ 付属の場合）のスイッチを操作することで本体表示窓びすべて消えた状態と 
なり、電源プラグをコンセントから抜いた状態と変わらなく見える場合びありますび、電源の供給は停止していません。 
製品を電源から完全に遮断するためには、電源プラグ（遮断装置）をコンセントから抜く必要びあります。製品は 
コンセントの近くに、電源プラグ （ 遮断装置）に容易に手び届くよラに設置し、旅行などで長期間ご使用にならない 
とさは電源プラグをコンセントから抜いてください。火災の原因となることびあります。 


本体表巧窓 


問_ 

►II 

1 1 1 1 \> iii み i i I I ► I I I 
' ~ & 


再生中に点丹します。 

2 II 

-時停止中に点打します。 


3カウンター表示 

タイトル/チャプター/トラック番号や経 
過時間などを表示します。 
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各部の名前とはた s を 


本体背面部 



1 RS -232 C 端子 （ BDP 丄 X 已3のみ） 

この端子は使用しません。 

2 HDMI 出力端子 （17 ぺージ） 

3 LAN (10/ 100)端子 （21 ぺージ） 

4コンポーネント映像出力端子 （ 18ぺージ) 
已映像出力端子 （19 ページ） 


巨デジタル音声出力(光)端子 （20 ページ) 
7冷却フアン 

本機の電源びオンのとさに動作します。 

8 AC IN (22 ぺージ） 

9音青出力端子 （20 ページ） 

10 USB 5 請子 （2 1、48ぺージ） 
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各部の名前とはた s を 


モコン 



1む電源 （23 ぺージ） 

2テレビコント□-ル （24 ぺージ） 

3音声 （37 ぺージ)、字幕 （38 ぺージ)、アングル 
(38 ぺージ） 

4数字ボタン （40 ぺージ） 

已クリア （40 ぺージ） 

巨第2映像 （29 ぺージ） 

7リピート（36、37ぺージ)、リピートオフ（36、 
37ぺージ） 

8終了（23、41ぺージ） 

9画面表示（27、37ぺージ） 

10ディスクナビ/トップメニュ ー (28、30ぺージ） 
11 1747 ◄-/-►、決定（23、41ぺージ） 

12 ホームメニュー ( 23、41 ぺ ージ） 

13 ◄◄早戻し （36 ぺージ） 

14 ►再生 （27 ぺージ） 

1已 (30、36ぺージ） 

1611 -時停止 （3 巨ぺージ） 

17 A 開/閉 （27 ぺージ） 

18映像出カリセット （42 ぺージ） 

19フ□ントライト （25 ぺージ） 

20決定（23、41ぺージ） 

21キー□ック（下記） 

22ぺージ +/- (30 ぺージ） 

23視聴メニュー (39 ぺージ） 

24ポップアップメニュ ー/ メニュー (28 ぺージ） 

2已ろ戻る （41 ぺージ） 

2巨►►早送り （36 ぺージ） 

27 (30、3白ぺージ） 

28 ■ 停止 (27 ぺージ） 

29青/ホ/緑/黄 （30 ぺ-ジ） 

30 一 CM スキップ （36 ぺージ） 

31た CM バック （36 ぺージ） 


焊作ロツ々機萨 

本機の誤動作を防ぐ機能です。この機能は、 HDMI による 
コント□-ル機能に対応しているパイオニア製のフラッ 
トテレビからの操作にを働さます。 

操作□ック機能をお使いになるとさは、 キーロック ボ 
タンを日砂しツ上押し続けます。再度 キー□ック ボタンを 
已秒上押し続けると操作□ック機能び解除されます。 

• 操作□ック機能をオンにしたまま操作しよラとする 
と、本体表示窓に [ HOLD ] び表示され点なします。 



1 


田お知らせ- 

• 本機の U モコンには、ミ夫定ボタンび2つあります。（11、 
20 ) 
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接続 


機器の接続を行う場合、あるいは変更を行う場合口ま、必ず電源をオフにして、電源コードをコンセントから抜いてください。 

本機には下記の端子びあります。お使いの機器に合わせて端子を選んでください。付属または市販のケーブルを使って、は 
じめに映像端テを接続し、そのあと音声端子を接続して<ださい。 


映像端子について 


高画質 



標準画質 


① [ HDMI 出力]端子 MMmm 



② 


[コンポーネント映像出力]端子 





③[映像出力]端子 





音声端子口い^^^ 

デジタル音声機器と接続ずる 

高音質 ① [ HDMI 出力]端子 ' 

J ' 霞[デジ，, bS 再出。(彻苗子 

標準音質 

アナ□グ音声機器と接続ずる 

標準音質 [音芦出力]端子 


—IMIB お ■ 




圓 

光 






7ぺージ 


20ぺージ 


20ぺージ 


インターネット接続にごいて _ 

[LAN (10/1 00)]端子 
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接続 


HDMI ケーブルで接続する 


1本のケーブルで、映像と音声を劣化のないデジタル信号で HDMI 対応機器に伝送でさます。 

本機の [ HDMI 出力]端テから伝送でさる音声については r 次世代オーディオフォーマットの出力について」をご覧ください 

(已2ぺージ)。 

HDMI によるコント□ール機能を使ラとさは八イスピード HDMI ケーブルをお使いください。それ外の HDMI ケーブル 
では HDMI によるコント□-ル機能び正しく動作しないことびあります。 


手順 

1機器を接続する前に、化ず電源をオフにしてください。 

2 [ HDMI 出力]端子に HDMI ケーブル(市販品)をしつかりと是し込んでください（①、③)。 



本体背面部 


I 

国 

地圍 J 

「而…|]]ぉ^ 

藝幽-_ 

誘二圍 

誇も E 

が t — 

' AC IN \ ' , 

m がへ、が J 

P VW' ' 



BDP - LX 53 


。お知らせ- 

• [ HDMI 出力]端子からは、 DTS-HD 
High Resolution 、 DTS-HD Master 
Audio のビットスト U —ムび出力さ 
れます。を音声フオーマツトに対応 
している AV アンプを接続することを 
お勧めします。 


らは、 7.1 チヤンネ 
ル音声び出力されま 
す。 


I [ HDMI 出力]端子へ 



映像端子を設定する 


HDMI ケーブルとコンポーネントビデオケーブルの両方を接続したとさは、 
[各種設定]一[映像-音声設定]一[映像出力選択]で、映像出力端子を設定して 
ください (42 ぺー ジ)。 

。お知らせ- 

• 本機とパイオニア製フラットテレビを HDMI ケーブルで接続してフラット 
テレビの電源を入れると、映像出力は自動的に HDMI に切り換わります(上 
記の設定は必要ありません)。 

• 本機とテレビを HDMI ケーブルで接続したとさは、 [ HDMI 映像出力]を[オー 
卜]に設定してください （42 ぺー ジ)。映像びされいに映らないとさは、出 
力解像度を変更してください。 [ HDMI 映像出力]を[オートルツ外に設定する 
とさは、接続したテレビび対応している解像度だけ設定でさます。 

詳しくは 「 HDMI 映像出力設定」をご覧ください （42 ページ)。 


HDM 閒応機器 


接続後にお読みください 


• 必要に応じて、オーディオ機器と接続してください （20 ぺー ジ)。 

• ディスクのセット、再生については r 再生する」をご覧ください （27 〜3已ぺージ)。 
• HDMI によるコント□-ル機能については 25、43ぺージ をご覧ください。 
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接続 


コンポーネントビデオケーブルで接続する 


[コンポーネント映像出力]端子から出力される高画質な映像をお楽しみいただけます。 


手順 

1機器を接続する前に、必ず電源をオフにしてください。 

2 ロンポーネント映像出力]端子にコンポーネントビデオケーブル(市販品)をしつかりと是し込んでください（①、③)。 


本体背面部 





s™ 

扇 


国 

[Hiiiiii] 

I 日 I 

1 



0 




ノ 



獲 

論 


( W ) 

磯 

M 

コン敵卜 



① 


[コンポーネン I 
出力]端子へ 


② 


コンポーネント映像 
入力端子へ 


cw ^ 

ぷ @) 

( W ) 



コン締ント 


也 


懈） 


コンポーネントビデオ 
ケーブル(市販品） 


〇 


プロジェクター 


テレビ 


AV アンプ 


コンポーネント映像入力端テのある機器 



A ごを意- 

• [各種設定]一[映像-音声設定]一[映像出力選択]で 
映像出力端子を設定してください (42 ぺー ジ)。 

• [映像出力選択]で [ HDMI ] を選んだときは、[コン 
ポーネント映像出力]端テからは、 [ HDMI 映像出力 
設定]で設定した解像度で映像び出力されます。詳 
しくは r 映像-音声設定」をご覧ください (42 ぺ一 

クタ） 

. [コンポーネント映像出力]端テから映像を出力す 
るとさは、[映像出力選択]を[コンポーネント]に設 
定してください。 


[〇 


ザ。 


本機 ビデオデッキ テレビ 


。お知らせ- 

• 本機の映像出力は、直ちテレビにち続して<ださ 
い。 

• 本機はアナ□グコピープ□テクト方式のコピー保 
護技術に対応しています。そのため、 DVD レコー 
ダー/ビデオデッキを通してテレビと接続したり、 
プレーヤーの出力を DVD レコーダー/ビデオデッ 
キで録画して再生すると、映像び正し<映らない 
ことびあります。また、本機をビデオ内蔵テレビ 
に接続すると、コピー保護によって映像び正しく 
映らないことびあります。詳しくは、お使いのテ 
レビメーカーにお問い合わせください。 


接続後にお読みください 


• オーディオ機器またはテレビの音声入力端子に接続するとさは r 光デジタル音声ケーブルまたはオーディオケーブルで 
接続する」をご覧ください （20 ぺージ)。 
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接続 


ビデオケーブルで接続する 


[映像出力]端子から出力される映像をお楽しみいただけます。 


手順 

1機器を按続する前に、必ず電源をオフにしてください。 

2 [映像出力]端子にビデオ/才ーデイオケーブル(付属品)をしつかりと差し込んでくだをい(①、③)。 


本体背面部 




lliv ミ y リ働 


1 


V 



@映 


© 



風 



本機 


a お知6せ- 


ビデオデッキ テレビ 


本機の映像出力は、直接テレビにち続してください。 

本機はアナ□グコピープ□テクトち式のコピー保護技 
術に対応しています。そのため、 DVD レコーダー/ビ 
デオデッキを通してテレビと接続したり、プレーヤー 
の出力を DVD レコーダー/ビデオデッキで録画して再 
生すると、映像び正しく映らないことびあります。ま 
た、本機をビデオ内蔵テレビに接続すると、コピー保 
護によつて映像び正しく映らないことびあります。詳 
しくは、お使いのテレビメーカーにお問い合わせくだ 
さい。 








〇 



Ir^ol 

プロジェクター 

テレビ 

AV アンプ 


映像入力端子のある機器 


接続後にお読みください 


• オーディオ機器またはテレビの音声入力端子に接続するとさは r 光デジタル音声ケーブルまたはオーディオケーブルで 
接続する」をご賣ください （20 ぺージ)。 
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化デジタル音声ケーブルまたは才ーデイオケーブルで接続する 


• オーディオ機器またはテレビを[デジタル音声出力(光)]端子または[音声出力]端子に接続でさます。 

• 本機の出力端子から伝送でさる音声については r 次世代オーディオフォーマツトの出力について」をご覧ください 

(已2ぺージ)。 


'手順 

1機器を接続する前に、おず電源をオフにしてください。 

2 [デジタル音青出力（光） ] 端子または[音青出力]端子に、光デジタル音声ケーブル(市販品)またはビデオ/才ーデイオ 
ケーブル(付属品)をしつかりと是し込んでください (①、③ または ⑤、制。 



接続後にお読みください 


• ディスクのセット、再生については r 再生する」をご覧ください （27 〜3已ぺー ジ)。 
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接続 


トワークに接続する 


インターネットを経由して、目 D-UVE 機能や YouTube 動画を楽しんだり、本機のソフトウェアを更新でさます。 

インターネットをお使いになるとさは、下記の接続をしてください。 

インターネットをお使いになるとさは、インターネットサービスを提供しているプ□バイダーとの契約-料金び別途必要 
です。 

手順 

1機器を接続する前に、必ず電源をオフにしてください。 

2 [LAN (10/1 00)]端子に LAN ケーブル(市販品)をしつかりと是し込む（①、③)、または本が前面部か本体背面部 
の [ USB ] 端子に USB 無線 LAN アダプター AS - WL 1 00(オプション別売品)を是し込みます（⑤）。 


本体背面部 


本体前面部 





① [「LAN (10/1 。日)]端子へ {> 


JH 


LAN ケーブル怖販品） 


@1 LAN 端子へ 


I 。 


<[[USB ] 端子へ](3) 


USB 無線 LAN アダプター 
AS-WU0 日(オプション另 IJ 
売品)または US 目メモ U- 
(市販品） 

A ごを意 


BD-LIVE ( BD ライブ）を楽しむために 

• US 目メモ U —(市販品)び必要です。 
USB2 .日(最小容量] GB、 推奨2 G 巨しツ 
上)をご購入ください。 


USB 無線 LAN アダプターは興社指定のオプション別売品をお使いくださ 
し、。それ外の USB 無線 LAN アダプターでの動作は保証でさません。 

本機動作中は USB 無線 LAN アダプターを取り外さないでください。 

USB 無線 LAN アダプターの取扱説明書をあわせてお読みください。 

プ□バイダーによっては個別でネットワークの設定び必要なことびありま 
す。 

弊社ではお客様のネットワーク接続環境、接続機器に関連する通信エラー 
や不具合について、一切の責任を負いかねます。あらかじめご了承<ださ 
し、プ□バイダーまたは各接続機器のメーカーにお問い合わせください。 
本機の [USB] 端テに US 目メモ U- を接続するときは、 USB 延長ケーブル 
を使用しないでください。 US 目延長ケーブルを使用すると本機び正しく 
動作しないことびあります。 



ネットワーク接続例 


接続後にお読みください 


•ネットワークの設定については r 通信設赴をご覧ください （4 已ぺージ)。 

• 目 D-LIVE 機能と目 D の再生については r 再生する」をご覧ください （27 〜35ぺージ)。 
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再生を始める前に 


リモコンに電池を入れる 


1 裏ぶたを開ける 



この部分を軽<押しな 
びら、矢印ので向にス 
ライドします。 


2 付属の乾電池〈単3お X 2個〉を入れる 

収納部の©©の表示どおりに正しく入れてください。 



3 裏ぶたを閉める 

カチッと音びするまで確実に閉めてください。 



A ごを意- 

• 指定!^ツ外の電池は使用しないでください。また、新しい 
電池とちい電池を混ぜて使用しないでください。 

• 電池を U モコン内にセットする場合、極性表示 (® 極 
と©極)にま意し、表示どおりに入れてください。 

• 電池は加熱したり、分解したり、乂や水の中に入れない 
でください。 

• 乾電池は同じ形状でを電圧の異なるをのびあります。種 
類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないで<ださい。 

• 長い間（I 力月上） U モコンを使用しないとさは、電池 
の液をれを防ぐため、乾電池を取り出してください。を 
し、ミ夜をれを起こしたとさは、ケース内についた液をよ 
<拭さ取ってから新しい乾電池を入れて<ださい。万 
一、 をれた液び身体についたとさは、水でよ<洗い流し 
てください。 

• 不要になった電池を廃棄する場合は、各地の地方自治団 
体の指示(条例)に従って処理して < ださい。 

• 電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•スI-一 
ブの前などの高温の場所で使用-放置しないで<ださ 
し、。電池の液をれ、発熱、破裂、発火の原因になりま 
す。また、電池の性能や寿命び低下することびありま 
す。 


リモコン操作可能轟囲について 


U モコン受光部 


• 

• I 

◎ - / 

\ 岩 


/30。ド0。\ 
7 m 




囚回回 
囚囚回 
回の回 



< U モコン 


電源コードを接続する 


電源コードは、機器の接続びすべて終わってから接続して 
ください。 




壁のコンセントへ 
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(!) STAND 巨 Y/ ONtK タン 


@ • s - ^ 0 


1 ホームメニュー ボタンを巧ず 

•ホームメニューび表术されます。 

• 壁紙び表示されているとさに、和/-►ボタンでメニ 
ューアイコン （A) 查選んで ミ夫定 ボタンを押してを 
ホームメニューを表示でさます。 

2 [Language -表示言語設定]を選んでミ夫定ずる 

今ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 



む電源ボタンを巧ず 

• U モコンまたは本体前面部のボタンで操作します。 

• 本体表示窓に [POWER 日 N] と表示されます。 

• ディスクびセットされていないとさに電源をオンにする 
と、パイオニアの□ゴ画面(壁紙)び表示されます。 

• ディスクびセットされているとさに電源をオンにする 
と、ディスクによっては自動でメニュー画面を表示する 
をのびあります。■停止ボタンや終了ボタンを押すとデ 
ィスクのメニュー画面び消え、壁紙び表示されます。 

電源をオフにする 

再度 (1) 電源ボタンを巧ず 

• U モコンまたは本体前面部のボタンで操作します。 

• 本体表示窓に [POWER OFF] と表示されます。 

• 電源をオフにしたときは、すぐにむ 電源 ボタンを押して 
を、本機は電源びオンになりません。このとさは] 0秒 
な上経ってから、再度む 電源 ボタンを巧してください。 


言語を選んでミ夫定ずる 

t/4 ボタンで選んで ミ夫定 ボタンを押します。 


。お知らせ- 

• DVD の字幕などの言語を選びたいとさは、「ディスクメ 
ニューを使ラ」をご覧ください （ 28 ぺー ジ)。 


画面表示の言語を変ちする 


日本! 


English 



再生を始める前に 



回 i 回 f 回 

志 

苗 S 茵 
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再生を始める前に 


本機のリモコンでテレビを操作する 


お使いのテレビのメーカーのメーカーコードを本機の U モ 
コンに設定すると、本機の U モコンでお使いのテレビを操 
作でさます。 

A ごを意- 

• メーカーコード表にあるメーカーのテレビでも、機種に 
よっては操作でさないことびあります。 

• 電池を交換すると、お買い上げ時の設定に戻ることびあ 
ります。このとさは、設定し直してください。 


映像出力 
リセット 

フ□ントラ仆 

□ 

[ Z ] 回回 
囚回回 
囚回回 

I クリア I I 0 I [決定 I 

12巧のメーカーコードを入力ずる 

テレビコント□ールのむ ボタンを 押しなびら、 数字ボ 
タン (0 〜 9) を押して入力します。 

。お知らせ- 

• お買い上げ時の設定は日日(パイオニア)です。 

• メーカー コードを間違えて入力したとさは、テレビコン 
卜□ールの むボタンから 指を放して 始めから 設定し直し 
てください。 

•] つのメーカーに複数のメーカーコードびあるとをは、 
操作でさるまで順に設定してください。 


2テレビを操作できるか確認ずる 

テレビコント□ールボタンで操作します。 

(!) •••テレビの電源をオン/オフにします。 

入力切換•••テレビの入力を切り換えます。 

チヤンネル ( + /-) •••テレビのチヤンネルを切り 
換えます。 

音量 (+/-) •••テレビの音量を調節します。 


テレビコント □— J レ 


「む I [+ I I +] 

入力切換チャンネル音量 

Id 白白] 


音声字幕アノグル 

□ □ □ 


メーカーコー 

ド表 


メーカー コード 

パイオニア 

00, 51 

RCA 

01| 15| 16| 1ス18| 61,62 

シャープ 

02,19, 2ス巨ス90 

ソニー 

04 

まミ 

05, 26 

日立 

06, 24, 25, 33, 34, 54 

Philips 

07, 56, 68 

パナソニック 

08, 22 

=菱 

09 

Goldstar 

10, 23, 50 

ビクター 

13 

サンヨー 

14, 21,45, 91 

實±通ゼネラル 

29 

フナイ 

40 

NEC 

己9 

アイワ 

60 

Samsung 

44, 4巨，69, 70 

ユニデン 

92 
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再生を始める前に 


本体表示窓やインジケーターを消なする 


映画を見ていて本機のインジケーターび明るく感じるとさ 
は消打でさます （FL OFF インジケーターを除く）。 



フロントライトボタンを巧ず 

押すたびに本体表示窓やインジケーターび点丹/消打しま 
す。消打しているとさは FL OFF インジケーターのみび点打 
します。 


ホームメニューか S 操作する 


1 ホームメニューボタンを巧ず 

ホームメニューび表示されます。 

2 [各種設定]を選んでミ夫定する 

t /4/ 和/-►ボタンで選んでミ夫定ボタンを 押します。 

3 [表示窓設定]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを 巧します。 



HDMI によるコント□—ル機能について 


HDMI によるコント□-ル機能に対応しているパイオニ 
ア製のフラットテレビや AV 機器 ( AV アンプなど)と本機を 
HDMI ケーブルで接続すると、フラットテレビなどから本 
機を择作でキ丰す 

フラットテレビや AV 機器 ( AV アンプなど)の取扱説明書を 
あわせてご覧ください。 


HDMI によるコント□—ル機能をほうには 


• HDMI によるコント□-ル機能は、 HDMI ケーブルで接 
続されているすべての機器の HDMI によるコント□ール 
機能をオンに設定しているとさに働さます。 

• 接続および各機器の設定び終わったら、本機の映像びフ 
ラットテレビに出力されているか必ず確認してください 
(接続する機器を変更したり、 HDMI ケーブルを差し直し 
たとさを確認してください)。本機の映像びフラットテレ 
ビに正しく出力されていないと、 HDMI によるコント□一 
ル機能び正常に動作しないことびあります。 

• HDMI によるコント□-ル機能を使うときは八イスピー 
ド HDMI ケーブルをお使いください。それしツ外の 
HDMI ケーブルでは HDMI によるコント□ール機能び正 
しく動作しないことびあります。 

• 機器によっては HDMI によるコント□-ル機能び 
「 KUR 日 LINK 」 または 「 HDMI コント□-ル」と表記 
されていることびあります。 

• 本機は HDMI で定められた標準コマンドで動作します 
び、他社の機器の動作は保証でさません。 


HDMI によるコント□—ル機能ででまること 


• HDMI によるコント□—ル機能に巧応しているパイオニ 
ア製のフラツトテレビに最適な画質での映像出力 

HDMI によるコント□ール機能び働いているとさは、本 
機の [ HDMI 出力]端テから最適な画質の映像信号び出力 
されます。 

HDMI インジケーターび点打します。 

HDMI インジケーターつ 



• テレビか6の操作機能 

フラットテレビから、本機の再生、停止、メニューの表 
示などの操作びでさます。 

• 才ートセレクト機能 

本機の再生を始める、またはホームメニューやディスク 
ナビなどを表示すると、フラットテレビや AV 機器 ( AV ア 
ンプなど)の入力び自動で切り換わります。入力び切り換 
わると、再生画面、ホームメニュー、またはディスクナ 
ビびフラットテレビに表示されます。 

• 電萨;串哥機能 

本機の再生を始める、またはホームメニューやディスク 
ナビなどを表示すると、フラットテレビの電源びオフだ 
つたとさは、自 i 力でオンにな D ます。また、フラットテ 
レビの電源をオフにすると、本機の電源を自動でオフに 
なります(本機でディスクやファイルを再生していると 
さ、または本機の操作画面をフラットテレビに表示して 
いるとさは、自動でオフになりません)。 



重 


4 [点な]または[消な]を選んで決定する 
和/-►ボタンで選んで決定ボタンを押 します。 

5ホームメニューボタンまたは終了ボタンを巧す 
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再生を始める前に 


PQLS 機能について 


PQLS(Precision Quartz Lock System ) とは、 HDMI (こ 
よるコント□ール機能を使ったデジタル音声の伝送制御技 
術です。 AV アンプの水晶発振器を使った高音質な再生を行 
うため、 AV アンプから本機の送り出し信号を制御します。 
これにより、音質に悪影響を及ぼす、伝送時に発生するジ 
ッターの影響を除去でさます。 

• 本機は下記の機能に対応しています。 

-音楽 CD ( CD - DA ) を再生しているとさだけ働く 
「PQLS 2 ch 才ーディオ」機能 
-すべてのディスク旧 D 、 DVD など)をリニア PCM 音声 
出力で再生しているとさに働く 「 PQLS マルチヴラウ 
ンド」機能 

-ビットスト U —ム音声出力で再生しているとさに働く 
「 PQLS ビットスト U - ム」機能 

• PQLS のを機能は、 PQLS のを機能に対応したパイオ 
ニア製 AV アンプを、 HDMI ケーブルで本機の [ HDMI 出 
力]端子に直接接続して、本体設定を下記のよラに設定し 
ているとさに働さます (43 ぺージ)。 

コントロール 機能設定： する 

HDMI 音青出力： PCM ( PQLS マルチサラウンドのみ） 

• AV アンプの取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

• PQLS 機能に対応する AV アンプについては、パイオニア 
ホームページをご覧ください。 

A ごを意- 

• 映像の出力解像度を切り換えると、 PQLS 機能び働かな 
くなることびあります。一度停止したあとに再生を開始 
すると PQLS 機能び働きます。 

• PQLS 2 ch オーディオ機能び働いているとさは、本機の 
[映像出力]端子の映像び正しい色にならないことびあり 
ます。このとさはテレビと AV アンプの HDMI 端テを接 
続、またはテレビと本機の[コンポーネント映像出力]端 
子を接続して、映像をご覧<ださい。 


。お知らせ- 

• PQLS 機能び働いているとさは、本体前面部の PQLS イ 
ンジケーターび点丹します （13 ぺージ)。 


RSSiJ — ダー機能 


ニュースなどのテキスト情報をインターネットを通して取 
得し、スク□ールテキストで表示します。 

この機能を使用するには、あらかじめネットワーク接続 

(21 ぺージ) および通信設定 （4 已〜47ぺージ） をしてか 

ら下記の設定をする必要びあります。 



• 表示される情報は定期的に更新されますび、場合によっ 
て更新間隔び一定でないことびあります。 

• 本機の状態によってはテキスト情報び表示でさないこと 
びあります。 

• ディスクの再生中やメニュー画面び表示されているとさ 
は、テキスト情報び表示されません。 

• ディスクの□ー ド中はテキスト情報び表示されないこと 
びあります。 

• 表示されるテキスト情報については、弊社は一切責任を 
負いません。 

• 外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへの 
接続び必要であり、プ□バイダーへの登録や契約び必要 
となります。 

第兰をび提供するコンテンツのサービスは、予告なく、 
変更、中断、中止される可能性びあり、パイオニアは、 
そのよラな事態に対していかなる責任を負いません。 
パイオニアは、外部コンテンツの提供サービスの継続や 
利用可能期間について、いかなる保証ちしません。 


テキスト情報を表示する 


1 ホームメニューを表示ずる 
ホームメニュー ボタンを押します。 

2 [ウェブコンテンツ]を選んでミ夫定する 
t/iv 和/^ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

3 [RSS] を選んで決定ずる 

和/畔ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

4 [オン]を選んで決定ずる 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

• [オフ]を選んで決定すると、テキスト情報は表示さ 
れません。 

5お好みのチャンネルを選ぶ 
t /4 ボタンで 選びます。 

ニュースなど、選択されたチャンネルのテキスト情報び 
ちから左にスク□一 J レ表示されます。 

田お知らせ- 

• 表示するチャンネルを変更するとさは、壁紙び表示され 
ているとさに和/呼ボタンで RSS アイコンを選んで、 17 
4ボタンでお好みのチャンネルを選びます。 

• テキスト表示をオフにするとさは、ディスクや US 目メモ 
U —の再生び停止しているとさに手順]から行って<だ 
さい。 
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再生する 


ここでは、映画などの市販目 D/DVD ビデオや CD の再生、 

巨 D-RE/-R、DVD-RW/-R、US 目メモ U— に記録された映 
像や音声の再生について説明します。 


イスクをセットする 


電源 開/閉 

© © 



む STANDBY/ON Tit タン ▲ OPEN/CLOSE ノザタン 



I 

^ r~ 

III I-1 

^o\ . 

"岩 — Us © 


1 電源をオンにする 

む電源ボタンを押します。 

2ディスクトレイを開く 

A 開/閉ボタンを押します。 

3ディスクトレイにディスクをセットする 

• 印刷面を上にしてディスクをセットしてください。 

• 両面び記録面のディスクのとさは、再生したい面を 
下にしてディスクをセツトしてください。 



4ディスクトレイを閉じる 
A 開/閱ボタンを 押します。 


BD / DVD を再生する 


BD ビデオ I BD-RE I BD-R | 

DVD ビデオ J DVD-RW1 DVD-RJ AVCHD J 


本機は DVD 再生時のアツプスケー U ングに対応していま 
す。 


早戻し 

回 


早送 

] 囚 


◄ II / ィ I 一時停止停止 |*/11^ 

过山 I ■] 凶 


1 ディスクをセットずる 

• ディスクトレイを閉めると、自動で再生を始める 
ディスクをあります。 

• 最初のタイトルから再生び始まります。 

• ディスクトレイを閉めると、自動でメニュー画面を 
表示するディスクをあります。メニュー画面の内容 
や操作方法は、ディスクによって異なります。 

2再生する 

►再を ボタンを押します。 


再生を停止するには 

■停止ボタンを巧す 

停止した場巧か S 再生する(つづを再生） 

• 再生中に ■停止 ボタンを押すと、停止した場所を記憶し 
ます。 ►再を ボタンを押すと停止した場所から再生しま 
す。 

• つづさ再生を解除するには、停止中に ■停止 ボタンを押 
してから、 ►再ま ボタンを押します(ディスクによっては 
働かないことびあります。このとさはディスクトレイを 
開くか一度電源をオフにしてください)。 

田お知らせ- 

• つづき再生できないディスクもあります (BD-J アプ U ケ 
-シヨン (62 ぺージ ) び含まれている目 D ビデオなど)。デ 
ィスクに日 D-J アプ U ケーシヨンび含まれているかどラか 
は、ディスクメーカーにお問い合わせください。 


ディスクの情 ffi を見る 


I_I I_I 

お了 画面表示 

□ □ 

ディス2ナビ ポ楚グ 



再生中に画面表示ボタンを巧す 

• 押すたびに下記のよラに画面び切り換わります。 


ディスク情報画面 A 

r ►詰 


ディスク情報画面目 

④寺 


表汀^しない 

① ディスクの種類 

② 再生中のタイトル番号/タイトルの合計数 

③ 再生中のチャプター番号/チャプターの合計数 

④ 再生経過時間/タイトルの合計時間 

田お知らせ- 

• ディスク情報画面 A は表示してから約]分間操作しない 
と自動で消えます。 

• チャプター/タイトルの合計時間び表示されない市販の 
目 D ビデオちあります。 


© 00 : 00:12 
703:12:28 





。お知らせ- 

• ディスクによって読み込みに時間びかかることびありま 
す。 
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再生する 



ディスクメニューを使3 


• ここでは、目 D/DVD ビデオのトップメニュー、ディスク 
メニュー、またはポップアップメニューからの再生につ 
いて基本的な手順を説明します。 

• ディスクによってメニューの名称、内容および操作び異 
なります。ディスクの説明書や画面表示に従って操作し 
てください。 

• ディスクメニューには、タイトルの U スト表示やディス 
クガイド(字幕や音声の設定など)びあります。 

• ディスクにメニューびないとさは、 ディスクナビ/トツプ 
メニューボタン および ポップアップメニュ ー/ メニューボ 

タンは 働さません。 



トップメニューをほう 

BD ビデオ」 DVD ビデオI 


1 トップメニューを表示ずる 

ディスクナビ/トップメニュー ボタンを押します。 


トップメニュ ー 


1ジャズ 2ラテン音楽 


3クラシック 4 □ック 


2再生したいタイトルを選んで決定ずる 

t/4/^/- ►ボタンで選んでミ夫定ボタンを巧します。 
• 選んだタイトルび再生されます。 


DVD ビデオ] 


例： 字幕言語を選ぶ 

1 ディスクメニューを表示する 

ディスクナビ/トツプメニュー ボタンを押します。 

2 [字幕]を選んでミ夫定する 

t/4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

• 字幕言語選択画面び表示されます。 



3言語を選んでミ夫定する 

t/4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

4ディスクメニューを終了ずる 

ディスクナビ/トツプメニュー ボタンを押します。 


ポップアップメニューをほ 3 

已〇ビデオ J 


1 ポップアップメニ ユーを 表示ずる 

再生中に ポップアップメニュ ー/ メニューボタンを 押 

します。 


ポップメニュ ー 


] 前のぺージ 
] 次のページ 


2項目を選んで巧定する 

1747畔ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

3ポップアップメニユーを終了する 

ポップアップ メニユ ー/ メニユー ボタンを押します。 

• ポップアップメニューび自動で終了するディスクも 
あ0ます。 
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再生する 


BD - LIVE を楽しむ 


BD ビデオ j 


本機は目 D ビデオの目日 NUSVIEW や目 D - LIVE に対応してい 
ます。 

目日 NUSVIEW 対応の目 D ビデオでは、第2映像(ピクチャー 
インピクチャー)、第2音声(セカンダ U —オーディオ)など 
び楽しめます。目 D - LIVE 対応の目 D ビデオでは、インター 
ネットを経由して、特典映像などのさまざまな情報をダウ 
ン□ー ドでさます。 

巨 D ビデオに記録されているデータや目 D - LIVE からダウン 
□-ドしたデータは、 US 目メモ U —（外部メモ U -) に 
保存されます。これらの機能を楽しむときは 、 USB 2.0 
High Speed (480 Mbit / s ) 対応の US 目メモ U - 廣ル容量 
1 GB 、 巧奨2 G 目上)を [ USB ] 端子に接続してください 
(21 ぺージ)。 

• US 目メモ U —に保存されている情報を再生するとさは、 
ダウン□ー ドしたとさに視聴していたディスクをセット 
してください(他のディスクをセットしているとさは、 
US 目メモ U — に保存されている情報を再生でさませ 
ん)。 

• 他のデータび記録された US 目メモ U —を使用すると、映 
像や音声び正しく再生されないことびあります。 

• 再生中に US 目メモ U —を本機から取り外すと、再生び停 
止します。再生中は US 目メモ U —を取り外さないでくだ 
さい。 

• データの読み込み、書さ込みに時間びかかることびあり 
ます。 

A ごを意- 

• US 目メモ U —の空さ容量び少ないと、目日 NUSVIEW や 
目 D - LIVE 機能び使えないことびあります。このときは 

「 USB メモ U —のデータを消去する」の手順で不要なデー 
夕を消去してください (48 ぺージ)。 


第2映像を再生する 


第2映像（ピクチャーインピクチャー)対応の目 D ビデオで 
は、第2映像をル画面で同時に再生でさます。 

1 第2映像を再生ずる 

再生中に第2映像ボタンを押します。 



第]映像/音声第2映像/音声 


2第2映像を消ず 

再度第2映像ボタンを押します。 

。お知らせ- 

• 第2音声を聞くときは旧 D ビデオ付加音声]を[有効]に設 
定してください （42 ぺージ)。 

• 第2映像/音声び自動で再生されるディスクをあります。 
また、再生でさる箇所び限られていることをあります。 


。お知らせ- 

• 接続する US 目メモ U —の動作保証はでさません。 

• 目 D - LIVE 機能のデータなどの再生はディスクによって異 
なります。詳しくはディスクの取扱説明書をご賣くださ 
し、。 

• 巨 D - LIVE 機能を楽しむには、ネットワークの接続と設定 
をしてください（21、4已ぺージ)。 

• 目 D - LIVE 機能でインターネットに接続するときの制限に 
ついては 「 BD - LIVE 設定」をご覧ください (44 ぺージ)。 

• 目 D - LIVE は、自動でインターネットに接続して楽しむ機 
能です。目 D - LIVE 対応ディスクび、本機やディスクの識 
別信号 ( ID ) をインターネット経由でコンテンツプ□バイ 
ダーに送信することびあります。 

• 自動でインターネットに接続しないよラに設定でさま 
す。設定ち法については「目 D - LIVE 設定」をご覧くださ 
し、 （44 ぺー ジ)。 

• 本体前面部、本体背面部の両方の [ USB ] 端子に USB メモ 
U —を接続しているとさは、先に接続した US 目メモ U — 
を目 0 NUSVIEW や目 D - LIVE 機能に使います。あとから 
接続した US 目メモ U —をファイル再生やソフトウエア要 
新に使います。 
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再生する 


DVD - RW /- R 、 BD - RE /- R を再生する 


DVD-RWI DVD-RI BD-RE I BD-R I 

レコーダーなどで録画した DVD や BD を再生でさます。 



凸お知らせ- 

• DVD - RW /- 刊まフアイナライズしたディスクだけ本機で再 
生でさます。ファイナライズとは、録画したディスクを 
他の DVD プレーヤーなどで再生でさるよラにするレコー 
ダーでの処理です(本機にはファイナライズ機能はありま 
せん)。 


選んだタイトルを再生する 


1 ディスクをセットずる 

• ディスクナビび表示されます。 



• BD レコーダーで記録した再生に制限のあるディス 
クをセットすると、パスワード入力画面び表示され 
ます。3回誤ったパスワードを入力すると、ディス 
クトレイび開きます。をう一度ディスクトレイを閉 
じて、正しいパスワードを入力してください。 

• ディスクナビび表示されないとさは、ディスクナ 
ビ/トップメニューボタンを巧してください。 

2タイトルを選んで決定ずる 

t /4/ 和/-►ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

• タイトルび7つな上あるとさは、ぺージ +/— ボタン 
を押して画面を切り換えてください。ボ 
タンまたは ►► l / ll ^/ l ►ボタンを巧しても切り換えら 
れます。 

• タイトルを選んで►再をボタンを押してを再生でき 
ます。 

3再生を停止する 

■停止ボタンを押します。 


田お知らせ- 

• ディスクナビは、停止中にディスクナビ/トップメニュ 
ー ボタンを押す、またはホームメニューから[ディスクナ 
ビ]を選んで決定ボタンを押してを表示でさます。 


ディスクナビの表示を切り換える 

• ディスクナビには、サムネイル表示とタイトル名表示び 
あ0ます。 

. 青ボタンを押すたびに、サムネイル表示とタイトル名表 
示び切り換わります。 


サムネイル表示 




タイトル名表示 


番組1 

5/21 (木）午前 9:30 110 分 


① 



2番組2 

白/1已 

旧] 

110分 

3番組3 

7/3 

樹 

己巨分 

4番組4 

9/18 

樹 

40分 



冒画面リスト 固おべ換え 圆プレイリスト国機能メニュ ー 


③ 


① 選んだタイトルの情報 

② タイトル名 
録画した曰付 
録画時間 

③ 青/ホ/録/黄ボタンの機能 

• タイトルび7つ上あるとさは、ぺージ +/— ボタン 
を押して画面を切り換えてください。ボ 
タンまたは ►► l / ll ^/ l ►ボタンを押しても切り換えら 
れます。 


田お知らせ- 

• 録画した日付は録画したタイトルび保持している情報で 
あり、録画した機器によっては実際に録画（ダビング） 
した日付とは異なることびあります。 
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再生する 


選んだチヤプターを再生する 


1 チャプター画面を表示ずる 

サムネイル画面を表示しているときにホボタンを押し 
ます。 



• チャプターび7つ上あるときは、ぺージ +/ — ボ 
タンを押して画面を切り換えてください 。I 
◄ I ボタンまたは ►► l / ll ^/ l ►ボタンを押しても切り換 
えられます。 

• サムネイル画面に戻るにはホボタンを押します。 

2再生したいチャプターを選んでミ夫定する 

t /4/^/- ►ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

• チャプターを選んで ►再を ボタンを押してを再生で 
さます。 

3再生を停止する 

■停止ボタンを巧します。 


タイトルを並べ替える 


タイトル名表示のときにホボタンを巧すと、タイトル名を 
録画した日付の新しい順またはちい順に並べ替えられま 
す。 


プレイリストで選んで再生する 


1 プレイリストを表示ずる 

サムネイル表示のときに緑ボタンを巧します。 



2再生する 

再生したいタイトルを t / l ^ ボタンで選んで決定ボタン 
を押します。 

3再生を停止する 

■停止ボタンを巧します。 


透中で停止したタイトルをも 3 —度再生する 


1 ディスクナビを表示する 
黄ボタンを 押します。 


2 

3 


再生 


このタイトルを再生します。 


最初から 


[ つづきから I 


再生する 

[最初から]または[つづさから]を174ボタンで選んで 
決定ボタンを押します。 


再生を停止する 
■ 停止ボタンを押します。 



重 
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再をする 


音楽 CD を再生する 


音楽 CD I 


第2映像キー□ックぺージ 

□□円 

リピートリピートオフ- 

□ □己 

終了 画面表示視聴メニュ - 

□ □ □ 

ィスクナビ ポ'だアツ: 

a 

也 h 



早送り 

囚 


◄11/ ィー時停止停止 [►/ M ^ 

回の囚回 

I 青 ]I ホ *! I* 緑 I 黄 I 


すべてのトラックを再生する 


1 音楽 CD をセットする 

• CD 画面び表示されますに D 画面は、 CD - DA フォー 
マットで記録されたディスクをセットしたとさだけ 
表示されます)。 

• 自動で再生び始まるディスクをあります。 


巧 


TracW)2 5:10 


段聴メニュ- 

巧 1/12 

口 00:00:11 

囚 3 L+R 

I - 切 1 


3 TrackOS 5 

23 

4 Track04 5 

03 

5 TrackOS 4 

44 

6 TrackOe 5 

08 


!し^^を押す ■ 


2再生する 

►再生ボタンを巧します。 

3再生を停止する 

■停止ボタンを巧します。 

停止した場巧か S 再生する(つづを再生） 

• 再生中に■停止ボタンを巧すと、停止した場所を記憶し 
ます。►再生ボタンを押すと停止した場所から再生しま 
す。 

• つづさ再生を解除するには、停止中に■停止ボタンを押 
してから、►再生ボタンを押します(ディスクによっては 
働かないことびあります。このとさはディスクトレイを 
開くか一度電源をオフにしてください。）。 

。 お知らせ- 

• つづさ再生でをないディスクをあります。 


トラックを選んで再生する 


1再生する 

再生中または停止中に174ボタンでトラックを選んで 
決定ボタンを押します。 

• トラックび7つ • Ul 上あるときは、ぺージ +/— ボタン 
を押して画面を切り換えて < ださい。 


□ 


TrackOS 


0:00 


1 TrackOI 

2 Track02 




ィかで選択し^^を押す 


3/12 

国?見聴メニュー 


2再生を停止ずる 

■停止ボタンを押します。 


視聴メニューをほう 


1 視聴メニューを表示ずる 

CD 画面び表示されているときに、黄ボタンまたは巧 
聴メニューボタンを押します。 



2 メニューを選んでミ夫定ずる 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

• 停止しているとさは [ Track ] だけ選べます。 

• 設定について詳しくは「設定でさる機能について」 
をご實ください （40 ぺージ)。 

3設定を選んで決定する 

t /4 V 和/今ボタンで選んでミ央定ボタンを押します。 

• 設定によって操作び異なります。画面の指示に従っ 
て操作してください。 

4視聴メニューを終了ずる 

ろ房るボタンまたは黄ボタンを押します。 

。お知らせ- 

• ディスクによって表示される内容び異なります。 
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再生する 


音声ファイルを再生する 


DVD-RWI DVD-R I CD-R | CD-RW | USB | 



◄11/ ィー時停止信止 

囚囚囚囚 


。お知らせ- 

• 再生中は US 目メモ U —を取り外さないでください。 

• 再生でさる音声について詳しくは r 本機で再生でさるディ 
スク」をご覧ください （7 ぺージ)。 

• 本体前面部と本体背面部の両方の [ USB ] 端テに USB メモ 
U —を接続したとさは、あとから接続したちの US 目メモ 
U 一に記録された音声のみ再生でさます。 


1 ホームメニューを表示ずる 

音声の記録されたディスクや US 目メモ U —をセットし 

てホームメニューボタンを押します。 

2 [ミュージック]を選んでミ夫定ずる 

t / v 和/-►ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

3 [ DVD / CD ] または [ USB ] を選んでミ夫定する 

和/-►ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

4ファイルまたはフオルダーを選ぶ 

• t /4 V 和/^ボタンでファイルを選びます。 

• t /4 ボタンでフオルダーを選んで決定ボタンを押す 
と、フオルダー内のファイルび表示されます。 

5 ファイルを再生ずる 
決定ボタンを押します。 

• 再生中に H — 時停止ボタンを押すと、再生び一時停止 
します。再度 H — 時停止ボタンまたは►再生ボタンを 

押すと、再生び始まります。 


巧 


Music03.mp3 




1 Music01.mp3 


2 _ Music02.mp3 


Music04.mp3 


Music05.mp3 

Music06.mp3 


た►で選択しを巧す 


6再生を停止する 

■停止ボタンを押します。 


再生中にほかのファイルを選んで再生する 


1ファイルを選ぶ 

tAI ボタンを押します。 

2ファイルを再生ずる 
決定ボタンを押します。 

• 選んだファイルび再生されます。 


再生中に頭出しする 


ボタンまたは►ボタンを巧す 

• ボタンを押すとファイルの最初に移動しま 
す。 

• ►► i / ii ^/ i ►ボタンを押すとファイルの最後に移動しま 
す。 

田お知らせ- 

• 早送り/早戻しはでさません。 

• U ピート機能は使用でさません。 

• 再生中に視聴メニューは使用でさません （39 ぺージ)。 
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再生する 


画像ファイルを再生する 


DVD-R I DVD-RWI CD-RW I CD-R 



。お知らせ- 

• 再生中は US 目メモ U —を取り外さないでください。 

• 再生でさる画像について詳し < は r 画像フアイルの再生に 
ついて」をご覧ください （1 1ぺージ)。 

• 通常の再生では画像を]枚ずつ再生し、スライドショー 
では画像を自動で切り換えて再生します。 

• 本体前面部と本体背面部の両方の [ USB ] 端子に USB メモ 
U —を接続したとさは、あとから接続したちの US 目メモ 
U 一に記録された画像のみ再生でさます。 


1 ホームメニューを表示ずる 

画像の記録されたディスクや US 目メモ U —をセットし 

て ホームメニュー ボタンを巧します。 

2 [フオト]を選んでミ夫定ずる 

1747和/今ボタンで選んで巧定ボタンを押します。 

3 [ DVD / CD ] または [ USB ] を選んでミ夫定ずる 

和/-►ボタンで選んで巧定ボタンを押します。 

4 ファイルまたはフオルターを選ぶ 

• 1747^/^ボタンでファイルを選びます。 

• t /4 ボタンでフオルダーを選んでミ夫定ボタンを押す 
と、フオルダー内のファイルび表示されます。 

5 ファイルを再生する 
ミ夫定ボタンを 押します。 



6ファイルを切り換える 

ボタンまたは ►► i / ii ^/ i ►ボタンを押して前 
または次のファイルに切り換えます。 

• 和/今ボタンまたは◄◄早房し/►►早送りボタンで 

わ切り換えられます。 

• :^^戾るボタンを押すとファイル選択画面に戻りま 
す。 

7 再生を停止する 

■停止ボタンを押します。 


气曼 15 緊^严て SST る 


1 ホームメニューを表示ずる 

画像の記録されたディスクや US 目メモ U —をセットし 

て ホームメニュー ボタンを押します。 

2 [フオト]を選んでミ夫定ずる 

t/IV 和/^ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

3 [ DVD / CD ] または [ USB ] を選んでミ夫定ずる 
t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

4 フオルダーを選んで再生する 

t/iv 和/今ボタンで選んで ►再生 ボタンを押します。 

• 選んだフオルダーにある画像をスライドショー再生 
します。 

• 一時停止するには II — 時停止ボタンを押します。 
►再生ボタンを押すと停止した箇所から再生しま 
す。 

5 再生を停止ずる 

■停止ボタンを押します。 

• 他のフオルダーをスライドシヨー再生したいとさは 
ち房るボタンを押します。 
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再生する 


スライドシヨーの速度やリピート再生を設 
定する 


1設定画面を表示ずる 

フォルダー選択画面で黄ボタンを巧します。 
2 [スライドショー速度]を選んで巧定ずる 
t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 


スライドシヨー速度 


リピート再生設定 


1 普通 1 




• スライドショーのスピードは[速め]、[普通]、[遅 
め]、または[ゆっくり]から選びます。 

3スピードを選んで決定する 

t /4 ボタンで選んで ミ夫定 ボタンを巧します。 

4 [ リピート再生設定]を選んで巧定する 

t /4 ボタンで選んで ミ夫定 ボタンを巧します。 


スライド シヨーを 度 
p ピート再生設定 


する 


[ しなし 、I 


5 U ピートの種類を選んで巧定ずる 

t /4 ボタンで選んで ミ夫定 ボタンを巧します。 
6設定画面を終了ずる 
終了 ボタンを巧します。 


YouTube 動画を再生する 


インターネットに接続して YouTube 動画 ( MPEG 4 AVC 
H .264) を再生でさます。 



。お知らせ-を 

• 下記のサイズの YouTube 動画を再生でさます。 

-標準画質 (400 X 226ピクセル、200 kbps ) 

-中画質 (480 X 360ピクセル、已] 2 kbps ) 

-高画質 (854 X 480ピクセル、900 kbps ) 

- HD (720 p ) (1280 X 720ピクセル、2 Mbps ) 

- HD (1 08日 P )(1920 X 1080ピクセル、4 Mbps ) 

• 携帯電話向けの YouTube 動画は再生でさません。 

• 再生できなしが ouTube 動画もあります。 

• インターネット接続環境によっては、正常に再生でさな 
いことびあります。 

• 外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへの 
接続び必要であり、プ□バイダーへの登録や契約び必要 
となります。 

第云をび提供するコンテンツのサービスは、予告なく、 

変更、中断、中止される可能性びあり、パイオニアは、 
そのよラな事態に対していかなる責任を負いません。 
パイオニアは、外部コンテンツの提供サービスの継続や 
利用可能期間について、いかなる保証をしません。 


1 選択画面を表示ずる 

壁紙び表示されているとさに 和 /- ►ボタンで 
YouTube アイコンを選んで決定ボタンを押します。 

• ホームメニユー ボタンを押して、 [ホームメニュー] 一 
[ウェブコンテンツ] 一 [ YouTube ] を選んでも表示で 
さます。 

2 YouTube 動画を選んで再生ずる 

t/IV 和 /^ ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

3 YouTube 動画再生をやめる 
終了ボタンを 押します。 
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再生機能について 


BD ビデオ I BD-RE I BD-R J 

DVD ビデォ I DVD-RWI DVD-RI AVCHD I 

音楽 CD J 



早戻し 

回 


再生 早をり 

’ ► 1 Ed 


◄11/ ィ I —時停止停止 

凶回因凶 


置 


fu 凶 


CM バック CM スキップ 

回日 


。お知らせ- 

• ディスクによっては働かない機能わあります。 


早送り/早戻しする(ヴーチ) 


再生中に◄◄早戻しまたは►►早送りボタンを巧ず 
例：►►早送りボタンを 巧したとき 

• 巧すたびに速さび切り換わります。 

• となりのタイトルへの早送り/早戻しはでさません。タイ 
H レの先頭または終わりで早送り/早戻しはキャンセルさ 
れ、通常の再生に戻ります。 

• 巨 D / DVD ビデオの早送り/早戻し中に字幕は表示されま 
せん。 


頭出しする（トラック) 


再生中にボタンまたは►ボタン 
を巧ず 


一時停止する 


再生中に H —時停止ボタンを巧ず 


コマ送り再生する 


-時停止中に►ボタンを巧す 

。お知らせ- 

• 音楽 CD ではコマ送り再生はでさません。 

• DVD - RW(VR フォーマットルソ外のディスクでは、正し 
くコマ送り再生でさないことびあります。 

•コマ送り再生 I こ対応してし、なし、 BD / DVD ビデオもあります。 

• DVD では一時停止中に ボタンを 押すとコマ戻 
し再生わできます旧 D ビデオでは、コマ戻し再生はでき 
ません)。 
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ス□一再生する 


—時停止中に►ボタンまたはボ 
タンを 2 砂必上巧ず 

• ►再をボタンを 押すと通常の再生に戻ります。 

• となりのタイトルへのス□一再生はでさません。タイト 
ルの終わりでス□一再生はキャンセルされ、通常の再生 
に戻ります。 

。お知らせ- 

• 音楽 CD ではス□一再生でさません。 

• 巨 D ビデオと AVCHD フォーマットの DVD では、逆スロ 
一再生でさません。 


30 砂巧の映像にとばす (CM スキップヴーチ) 


再生中に 一 CM スキップボタンを押ず 


10 砂前の映像に戻す (CM バック) 


再生中に e. CM バックボタンを巧す 


タイトルやチヤプターを繰り返し再生する 
(リピート再生） 


1 繰り返したいタイトルまたはチヤプターを再生する 

2 U ピート画面を表示ずる 
IJ ピートボタンを 押します。 

3 U ピート再生の種類を選ぶ 

今ボタンを 押します。 

• 再生中のタイトル:再生中のタイトルを繰り返します。 
• 再生中のチヤプター:再生中のチヤプターを繰り返します。 
• 部分を指定 :指定した場面を繰り返します。 



• U ピート 再生を 設定しないで戻るときは ろ戻るボ 
タンを 押します。 

• 音楽 CD では[再生中のディスク]、[再生中のトラッ 
ク]、または [ 部分を指定]び選べます。 

4リピート再生を設定する 

決定ボタンを 押します。 

例： タイトル U ピート 

BD ビデオ 

オリジナル ^0 

因5/25 
9 00:20:30 
〇1日本語 

III 1 

♦》1□口 5.1 ch 

/ ^ レ祖 — ぶ amisa— 



5通常の再生に戻ず 

IJ ピートオフボタン または IJ ピートボタンを 押す。 























































再生機能について 


指定した箇所を繰り返し再生する 


DVD ビデオ I DVD-RWI DVD-RI 
音楽 CD I 

1 U ピー ト 画面を表示ずる 

再生中に IJ ピートボタンを巧します。 

2 [部分を指定]を選んでミ夫定ずる 

t /4 ボタンで選んで ミ夫定 ボタンを巧します。 
• [開始点指定]び表示されます。 



3繰り返し再生を始める箇所を指定ずる 

決定ボタンを巧します。 

• [終了点指定]び表示されます。 

4繰り返し再生を終了ずる箇所を指定ずる 

決定ボタンを巧します。 

• ►►早送り ボタンを押して終了したい箇所へ早送り 
できます。終了したい箇所へきたときに、 ►再を ボ 
タンを巧してから決定ボタンを押すと設定できま 
す。 

• 通常の再生に戻すには IJ ピートオフ ボタンまたは U 
ピート ボタンを押します。 

。お知らせ - 

• ►► I / II ^/ I ►ボタンを押すと、 U ピート再生をキャンセル 
して次のチャプター（トラック)を再生します。 

• ボタンを]回押すと、 U ピート再生をキャン 
セルして再生中のチャプター（トラック)の先頭に戻りま 
す。 

• ボタンを已砂ソ内に続けて2回押すと、前の 
チャプター（トラック)の先頭に戻ります。 

• 指定した箇所を繰り返し再生するとさは、ひとつのタイ 
トルの中で開始箇所と終了箇所を指定してください。 

• U ピート再生でさないディスクちあります。 

• 目 D ビデオでは、指定した箇所を繰り返し再生でさませ 

• 指定した箇所の繰り返し再生は、マルチアングルのある 
場面では働かないことびあります。 

• 画面 表示ボタンを巧すと、 U ピート再生の設定び確認で 
さます(音楽 CD を除く)。 


© 


映像出力 
リセット 

音声字幕アングルフ□ントラ仆 

□ □ □ □ 


電源 

© 


_テレビコント□—ル_ 


「の I 「I I I |] 

入力切換チャンネル音量 

己己巧 


音声を切り換える 


音声ボタンを巧す 

表示される内容はディスクによって異なります。 

BD ビデオ I DVD ビデオ I 

再生している音声び表示されます。 

複数の音声び記録されているとさは、音青ボタンを押すた 
びに音声び切り換わります。 



重 


DVD-RWJ DVD-R | BD-RE | BD-R j 


音青ボタンを押すたびに、次のよラに切り換わります。 

二力国語（二重音声）放送び録画されている場合： 

•[主」、盾 I 」]、または[主副]表示となります。 
[ステレオ放送][モノラル放送]を録画した場合： 

• [ステレオ]表示となります（音声切換はできません）。 


田お知らせ- 

• ステレオまたはモノラル放送のタイトルを再生すると 
さ、または[デジタル音声出力(光)]端テからドルビーデジ 
タルなどのビットスト U —ムを出力しているとさは、音 
声は選べません。音声を切り換えたいとさは[音声出力設 
定]を [ PCM ] に設定する (43 ぺージ)、または[音声出力設 
定]端テの音声を聞いて < ださい。 

• 視聴メニュー画面でを音声を変更でさます （ 39 ペー 

ク ぶ） 

• ディスクのメニューで音声を切り換えるディスクをあり 
ます。詳しくはディスクの取扱説明書をご覧ください。 

• 音声の表示は、已砂後に自動で消えます。 
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再生機能について 


字幕を切り換える 


複数の言語の字幕びあるとさは、字幕を切り換えられま 
す。 

再生中に宇幕ボタンを巧す 

• 再生中の字幕番号のあとに字幕び表示されます。 

• 字幕ボタンを 巧すたびに字幕び切り換わります。 

• 字幕のないディスクでは卜 -] び表示されます。 

• 字幕を表示させないとさは[切]を選びます。 

。お知らせ- 

• 視聴メニュー画面でわ字幕を変更でさます （39 ぺージ）。 
• ディスクのメニューで字幕を切り換えるディスクちあり 
ます。詳しくはディスクの取扱説明書をご覧ください。 

• 字幕の表示は、日砂後に自動で消えます。 


アングルを切り換える 


複数のアングルび収録されているとさは、アングルを切り 
換えられます。 

1 アングルを切り換える 

再生中に アングルボタンを 巧します。 

• 再生中のアングル番号び表示されます。 アングルボ 
タンを 押すたびにアングルび切り換わります。 

• アングルびひとつしか収録されていないとさは卜]び 
表示されます。 



切り換える前のアングルに戻したいとさは、戻るまで アン 
グルボタンを 数回押してください。 


アングル7—クを表示する 


複数のアングルび収録されているとさに、画面ち下にアン 
グルマークを表示でさます。[各種設定]一[再生設定]一[ア 
ングルマーク表示]で設定を変更でさます (44 ページ)。 

。お知らせ- 

. 視聴メニュー画面でをアングルを変更でさます （39 ぺ一 

クタ） 

• ディスクメニューでアングルを切り換えるディスクをあ 
ります。詳しくはディスクの取扱説明書をご覧くださ 
い。 

• アングルの表示は、已砂後に自動で消えます。 
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再生中の設定 


視聴メニューをほう 


再生中に字幕、音声、アングルなどの設定や、再生する夕 
イトルを選べます。目 D と DVD で操作は同じです。 


視聴メニュー画面 



-① 



:で選択 U [決定 T を巧す 

ろで前の画面に戻る 




の再を状態表示 

動作状態とディスクの種類を表示します。 


②設定項目 

再生するタイトル（トラック）またはチャプターを選んだ 
り、字幕•音声-アングルを設定します。 

• タイトル/トラック番号(ダイレクトタイトル/トラックス 
キップ） 

• チャプター番号（ダイレクトチャプタースキップ） 

• 再生経過時間(ダイレクトタイムスキップ） 

• 字幕言語 
• アングル番号 
• 音声 
• U ビート 


③操作ガイド表示 

U モコンボタンの機能を表示します。 


視聴メニ ユーの 操作 



1 視聴メニュー画面を表示する 

再生中に 視庶メニユー ボタンを押します。 H 

2設定したい項目を選んで決定する I 

t /4 ボタンで選んで ミ夫定 ボタンを押します。 再 

• 設定について詳しくは「設定でさる機能について」 を 
をご覧ください （40 ぺー ジ)。 





3設定を選んで巧定ずる 

1747和/^ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

• 設定によって操作び異なります。画面に従って操作 
してください。 

4視聴メニュー画面を閉じる 

ろ房るボタンまたは巧聴メニューボタンを押します。 

田お知らせ- 

• 選べるアングルや字幕びないとさは、卜 -] び表示されま 
す。 

• 表示される項目はディスクによって異なります。 

. 視聴メニュー画面を表示すると、再生操作びでさな<な 
ることびあります。このとさは視聴メニュー画面を閉じ 
てください。 
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再生中の設定 


設定でをる機能にごいて 


r - タイトル/トラック番号(ダイレクトタイトル/トラックスキップ）- 

• 再生しているタイトル番号(音楽 CD のとさはトラック番号)を表示します。タイトル 
(トラック)の頭出しびでさます。 

• 選んだタイトル（トラック)の頭出しは、この項目にカーソルを合わせて 数字ボタンで 
タイトル（トラック)番号を入力します。 


r - チャプターま号(ダイレクトチャプタースキップ）- 

• 再生しているチャプター番号を表示します。チャプターの頭出しびでさます。 

• 選んだチャプターの頭出しは、この項目にカーソルを合わせて 数字ボタンで チャプター 
番号を入力します。 


-再を経過時巧(ダイレクトタイムスキップ）- 

• 再生しているタイトル（トラック)の再生経過時間を表示します。時間を指定して再生 
でさます。 

• 和/-►ボタンで時、分、砂を選んで171^ボタンを押す、または 数字 ボタンで時間を入 
力します。 決定 ボタンを巧すと指定した時間から再生を始めます。 


田お知らせ- 

• 決定ボタン： 入力した数字を確定する 
• ク IJ アボタン： 入力した数字を取り消す 


产き幕ミ語- 

• 選んでいる字幕言語を表示します。他の言語び記録されているとさは、言語を切り換 
えられます。 


r 11 「 2 ] 1 3 1 

囚回回 
回回回 

[ク叫 [ 0 ] [決定] 



r - アングルま号- 

• 選んでいるアングル番号を表示します。複数の映像び記録されているとさは、映像を 
切り換えられます。 


r - 音青- 

• 選んでいる音声を表示します。お好みの音声に切り換えられます。 


广リピート- 

• 再生中のタイトル(チャプター)または指定した範囲を繰り返して再生できます。ま 
た、 U モコンの IJ ピートボタンで を 操作で さます。 


。お知らせ- 

• ディスクによって働かない機能わあります。 


40 









































詳細設定 


共通操作 


「メニュー」では、 U モコンを使って映像/音声のいろいろな設定や調整びでさます。本機の操作画面を表示して操作しま 
す。ここでは「メニュー」の基本操作を説明します。 

例：[表示窓設定]の設定 


画面を表示する 



ホームメニュー ボタンを 

押して、 ホームメニュー 
を表术します。 

t/4V 和/-►ボタンで[各種 

設定]を選んでミ夫定ボタン 
を押します。 

壁紙び表示されていると 
さに、和/今ボタンでメニ 
アイコン （ A ) を選 
んで決定ボタンを押して 
をホームメニューを表术 
でさます。 



次の項目を選ぶ 


◄-/- ►ボタンで項目を選んで決定ボタ 

ンを巧します。 



ろ房るボタンを押すと前のメニュー 
画面に戻ります。 




メニュー項目を選ぶ 


t /4 ボタンで廣示窓設茵を選んで 巧 
定 ボタンを押します。 


映像•音声設定 

クイック起動設定 

無操作オフ設定 

コントロール 機能設定 
再生設定 ~ 

通信設定 


表示窓設定 


ンステム/\-ンヨン表巧 
USB メモリー管理 
ソフトウェアの更新 
設定リセット 



再生設定の基本操作 


例：[再生設定]の[視聴制限レベル]を設定する 

1 ホームメニューを表示する 
ホームメニュー ボタンを巧します。 

2 [各種設定]を選んで巧定ずる 

t /4/ 和/-►ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

3 [再生設定]を選んで巧定ずる 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを巧します。 

4 [視聴制限レベル]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

• 本機を最初に操作するとさは、暗証番号設定画面び 
表示されます。下記の「最初にパスワードを設定す 
るとさ」をご覧ください。 

5 4 巧のパスワードを入力ずる 
数字ボタンを押します。 

• 正しいパスワードを入力するまで次の画面に進めま 
せん。 


暗証番号を入力してください。 


最初にパスワードを設定ずるとを 

① t /4 ボタンで[する]を選んでミ夫定ボタンを押して、パ 
スワード設定画面に進みます。 

② 数字ボタンでパスワードに 4 おの番号を入力して、確 
認のため同じ 4 おの番号をもラー度入力します。 

③ 決定 ボタンを押してパスワード設定を終了して、次の 
設定画面に進みます。 

6 DVD ビデオと BD ビデオの視聴制限レベルと国 
コードを選んでミ夫定する 

各項目を和/-►ボタンで選んで決定ボタンを押しま 
す。 


備’お順[ベ-化- ■ 


ディスク優先言語 

DVD ビデオの視聴制限レベルを設定してください。 

アングル マー ク表示 

◄i ~~ 商 ~~ !► 

暗証番号設定 

BD-LIVE 設定 

BD ビデオの視聴制限年齡を設定してください。 

I 0 歳を制限 I 

日 D/DVD ビデオの国コードを設定してください。 

曰ホ 


7 ホームメニューを 終了す る 

ホームメニュー ボタンまたは終了ボタンを押します。 
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詳細設定 


田お知らせ- 

• 太字はお買い上げ時の設定です。 



接続したテレビの縦横比に合わせて映像出力を調整でさま 
す。 

買い替えなどで接続したテレビの縦横比び変わつたら、[画 
面サイズ設定]の設定ち変更して < ださい。 

广設定頃目- V 

ワイド16 : 9 :ワイド （1 目： 9) テレビと接続してい 
るとさに選びます。 

ノーマル4:3;従来サイズ （4 : 3) のテレビと接続し 
ているとさに選びます。 



<ノーマル4 : 3を選んだとを> 

广設定頃目- 

レターボックス ： 4:3の画面で見るとさに ] 目： 9の 
映像の上下に黒い帯を入れて表示し 
ます。 

パンスキャン：]目； 9の映像の左ちをカットして全 
画面に表示します。4 : 3の画面全体 
に映像を映して見るとさに選びます。 
(ディスクに4 : 3 PS のラベルびあ 
るときにこの機能は働きます。） 


〔コンポー ネント出力設定 〕 

コンポーネント映像出力の解像度を設定します。 

テレビび本機の解像度に対応していないと、映像び正しく 
表示されないことびあります。このとさは U モコンの 映像 
出カリセツト ボタンを已秒上押してください。[コンポー 
ネント出力設定]の設定び [480 i ] (お買い上げ時の設定)に戻 
ります。 

广設定頃目- 

] 080し 720 P 、480 P 、 480! 


〔 HDMI 映像出力設定 〕 

HDMI 映像出力の解像度を設定します。 

テレビび本機の解像度に対応していないと、映像び正しく 
表示されないことびあります。このとさはリモコンの 映像 
出カリセツト ボタンを已秒上押してください。 [ HDMI 映 
像出力設定]の設定び[オート](お買い上げ時の設定)に戻0 
ます。 

广設定頃目- 

才ート、 ] 日 80 p 、 1080し 720 P 、480 P 


〔映像出力選択 I 

[ HDMI 出力]端テと[コンポーネント映像出力]端子の両でに 
テレビなどの映像機器を接続しているとさに、どちらの映 
像出力を優先するか選びます。 


广設定頃 S 
I HDMI 、□ 


コンポーネント 


• 映像出力選択で優先設定された端子と同じ解像度でわラ 
一方の端子からを出力されます。 

• 優先映像出力に [ HDMI ] を選んで] 080 P の映像を出力 
しているとさは、[コンポーネント映像出力]端子と[映像 
出力]端子から映像は出力されません。 

• それぞれの端テに接続した映像機器び優先映像出力の解 
像度に対応していないとさは、映像び正し<表示されな 
いことびあります。 


〔 BD ビデオ付加音声 I 

メニュー画面の操作音や、目 D ビデオをピクチャーインピク 
チャー機能で再生しているとさの第2音声を出力する/出力 
しないを設定します。 

• BD ビデオの高音質を楽しみたいとまは[お効]を還びま 

ず （[ HDMI 出力]で[ビットストリーム]び選択できるよう 
になります）。 

广設定頃目- 

有効^ 1、無効 


^•1 [有効]に設定した場合 

• 目.1 chU < (上の音声は、已 . Ich 音声として出力されます。 
• [ HDMI 出力]は、 [ PCM ] に固定されます。 


。お知らせ- 

1080 P /24 Hz の映像に対応したテレビに接続して 
[ HDMI 映像出力設定]を[才ート]にしているときは、対応 
ディスクを再生すると自動で] 080 P /24 Hz で表示さ 
れます。 

1080 p /24 Hz 、 1080 p /60 Hz の映像は、[コンポ 
ーネント映像出力]端子と[映像出力]端子から出力されま 
せん。 
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詳細設定 


〔音黃出为設定 


接続した AV アンプなどへの音声出力を設定します。 

1 接続した AV アンプなどへの音声出力を設定ずる 


-設定頃目- 

HDMI 出力 

デジタル音声出力 

サラウンド機器を 
使用しない 


[ HDMI 出力]端子に接続してい 
るとさに選びます。 

[デジタル音声出力(光)]端子に 
接続しているとさに選びます。 
AV アンプなどを接続しないと 
をに選びます。 


2各出力端子の音声出カモードを設定ずる 

① [HDMI 出力]を選んだときの [HDMI 出力]端子の音 
芦出カモードを設定します。 

田お知らせ- 

• 旧 D ビデオ付加音声]で第2音声を [ 有効]に設定して 
いるときは、音声出カモードは自動で [ PCM ] に設定さ 
れます。 

• お買い上げ時の設定は旧 D ビデオ付加音声]:[有効]に 
なっておりますので、 [ HDMI 出力]は [ PCM ] に固定さ 
れた状態です。 


广設定頃目- 

ビットスト U — ム： • ドルビーデジタルなどのデコー 
ダーを内蔵した HDMI 機器を接続 
しているとさに選びます。 

. を音声信号の ビッ トスト U —ムび 
出力される設定です。 

PCM (サラウンド）： • マルチチヤンネルの HDMI 機器を 
接続しているとさに選びます。 

• ドルビーデジタルなどで記録され 
た音声を U ニア PCM に変換して 
出力する設定です。 


②[デジタル音声出力]を選んだとさの[デジタル音声出力 
(光)]端子の音声出カモードを設定します。 


-設定頃目- 

ビットスト IJ ーム: 


PCM 


ドルビーデジタルなどのデコー 
ダーを内蔵した AV アンプなどを 
接続しているとさに選びます。 

各音声信号のビットスト U —ムび 
出力される設定です。 

2チヤンネルのステレオ機器を接 
続しているとさに選びます。 

各音声信号を U ニア PCM 2 チヤ 
ンネルに変換して出力する設定で 
す。 


。お知らせ- 

• 次世代音声フォーマットの出力については r 次世代オー 
デイオフオーマツトの出力について」をご覧ください 

(52 ぺージ)。 


音青出カレベル I 

ダイナミックレンジコント□ールには、大さい音を小さ 
く、ルさい音を大さくして再生する効果びあります。たと 
えば、映画のセ U フなどび聞さづらいとさや深夜に映画を 
見るとさなどに設定を調整します。 

設定頃目- 

ノーマル：記録されたままの音声で再生します。 
シフト*:ドルビーデジタル音声を再生するとさに、 
セリフび聞さやすくなるよラに調整しま 
す(音声び正常に聞こえないとさは[ノーマ 
ル]に設定してください)。 

才ート ：ドルビー TrueHD 音声を再生するとさに、 
音声を自動で調整します。 


大さな音び出たり、過大な信号びスピーカーに入力され 
る可能性びあるため、設定の前にボリユームを下げてく 
ださい。 


クイック起動設定 


クイック起動設定をオンまたはオフにします。 

クイック起動設定びオンのとさ： 

• 本機の起動時間び短くなります。 

• 電源オフ時の待機時消費電力び上びります(約7 W )。 
クイック起動設定びオフのとさ： 

• 電源びオフのとをに低消費電カモードになります。 

P 設定頃目- 

する、 しない 


田お知らせ- 

• [クイック起動設定]を[する]に設定すると、毎回の電源才 
フ時に時間びかかります。 


無操作オフ設定 


再生び終了して約] 0分後に自動で本機の電源をオフにする 
か設定します。 


r - 設定頃目 
I する、 しない 


ント□-ル機能設定 


HDMI ケーブルで接続している機器のコント□ール機能を 
設定します。 

r - 設定頃目- 

する ： HDMI ケーブルを使って接続しているフ 
ラットテレビの U モコンで本機を操作する 
ときに選びます。 PQLS 機能をオンになり 
ます。 

しない：コント□ール機能を使わないとさに選びま 
す。 


。お知らせ- 

• 詳しくは 「 HDMI によるコント□-ル機能について」を 

ご覧ください （2 已ぺージ)。 


43 















































詳細設定 



ディスクの内容によって視聴制限を設定でさます。設定で 
さる視聴制限レベルは下記のとおりです。 

視聴制限レベルと国コードの設定の前に、4析の暗証番号 
の入力び必要です。暗証番号をみめていなかったり入力し 
なかったりすると、視聴制限レベルと国コードは設定でさ 
ません。 


DVD ビデオの設定頃目 


設定頃目 

設定内容 

1 

子供向けディスクを再生でさます。成人指定 
ディスクと一般向けディスク （R 指定含む）は 
再生でさません。 

吕〜3 

一般向けディスク （R 指定を除く）と子供向け 
ディスクを再生でさます。成人指定ディスクと 
一般向け制限付き旧）指定ディスクは再生で 
さません。 

4〜7 

一般向けディスク （R 指定を含む）と子供向け 
ディスクを再生でさます。成人指定ディスクは 
再生でさません。 

8 

ずべてのディスクを制限無しで再生でさます。 

切 

視聴制限を「切」にしまず。 


BD ビデオの設定頃目 


設定頃目 

設定内容 

巧制限 

年齢制限をしません。 

0歳を制限 

99歳！ツ下を制限 

0歳〜99歳の間で年齢制限をします。 


(-固コードの設定頃目- 

国/地域コードを変更します。「国/地域コード表」を 

ご覧ください （已2ぺージ）。 


。お知らせ- 

• 詳し<は「再生設定の基本操作」をご覧<ださい （41 

ぺージ）。 


ディスク優先言語 

字幕、音声、メニュー画面の言語を設定します。 

P き幕の設定頃目 - 

I 「言語表」をご覧ください （ 52 ぺージ)。 

P 音青の設定頃目 - 

1^ 「言語表」をご賣ください（已 2 ぺージ)。 _ 

广メニユーの設定頃目 - 

r 言語表」と「言語コード表」をご覧ください ( 已 2 ペー 

ジ)。 
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厂アングルマーク表示 J 

マルチアングルの目 D / DVD ビデオを再生するとさに、アン 
グルマークを表示する/表示しないを設定します(アングル 
マークは画面ち下に表示されます)。 

P 設定頃目- 

する、 しない 


「臨正番号設定 ] 

視聴制限レべ>1レを設定/変更するとさの暗証番号を設定しま 
す。 

P 設定頃目- 

する ： 4析の番号を入力します。 

しなし、 


田お知らせ- 

• 暗証番号を忘れたとさは、[各種設定]一[設定 U セット] 
で現在の暗証番号を U セットして<ださい（下記）。 

• 新しい暗証番号ち設定でさます。 


〔 BD-LIVE 設定 

巨 D - UVE 機能のインターネット接続を制限でさます。 


設定頃目 

設定内客 

許可する 

ずべてのディスクを許巧しまず。 

条件付き許可 

安全性び確認でさたディスクのみ許可しまず。 

禁止ずる 

ずべてのディスクを禁止します。 


田お知らせ- 

• ディスクによって働く機能び異なります。 

• BD - LIVE などの再生ち法は目 D の取扱説明書をご覧< だ 
さい。 

• 目 D - LIVE 機能を楽しむには、インターネットの接続 （21 

ぺージ） と設定 （4 已〜47ぺージ） び必要です。 

• 目 D - LIVE 設定は、[暗証番号設定]を設定した場合のみ 
設定でさます。 


〔インター ネット設定 

YouTube 動画の視聴制限びできます。 


設定頃目 

設定巧客 

許可する 

YouTube へのアクセスを許可しまず。 

条件付さ許可 

YouTube へアクセスずるたびに、パスワー 
ド入力び必要になります。 

禁止ずる 

YouTube へのアクセスを禁止しまず。 


田お知らせ- 

• YouTube 動画を楽しむには、インターネットの接続 （21 

ぺージ） と設定 （4 已〜47ぺージ） び必要です。 

• [インターネット設定]を変更するには、[暗証番号設定] 
(上記） び必要です。 


表示•ち設定 


映画を見ていて本機のインジケーターび明るく感じるとさ 
は消打でさます （FL OFF インジケーターを除く）。 

r - 設定頃目- 

L 点な、 消な_ 







































































詳細設定 


接続方法を選ぶ 


1 ホームメニューを表示ずる 
ホームメニュー ボタンを押します。 

2 [各種設定]を選んで巧定する 

t /4/^/- ►ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 


システムパージョン表示 


本製品に関する製品情報を弊社ホームページで公開してお 
ります。ブルーレイディスクプレーヤーに関するアップデー 
卜、またはサービス情報をご確認ください。 

http :// pioneer . jp / support / 



すべての設定をお買い上げ時の状態に戻します。 


-設定頃目- 

U セットする、 リセットしない 


通信設定 


インターネットに接続すると、巨 D-UVE 機能、 
YouTube 動画や RSSU - ダー機能によるテキスト情報を 
楽しんだり、本機のソフトウェアの更新びでさます。ここ 
ではネットワークの設定で法を説明します。 

インターネットへの接続には、 LAN ケーブルを使用して接 
続するで法と、 US 目無線 LAN アダプターを US 目端子に差 
し込んで接続するち法びあります。 

丘お知らせ- 

• LAN ケーブルまたは US 目無線 LAN アダプターび正しく 
接続されていることを確認してください （2 1ぺージ)。 

• US 日無線 LAN アダプターを本体前面部と本体背面部の 
両でに接続したとさは、あとから接続したでの USB 無線 
LAN アダプターを使用します。 

• 接続する無線 LAN アクセスポイントの下記の情報を事前 
に確認してください。 

-暗号化の種類、暗号化キー 
- SSID (ネットワーク名） 

• 手動で本機の設定をするとさは、接続するルーターまた 
はモデムの下記の情報を事前に確認して < ださい。 

-IP アドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、 DNS 
IP アドレス 

• プ□バイダーから指定されているとさは、 IP アドレスと 
プ□キシヴーバーの設定を事前に確認してぐださい。 


3 [通信設定]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

4 [有線/無線選択]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

5接続方法を選んで巧定ずる 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

• 有線； LAN ケーブルを使ってネットワークに接続 
するとさに選びます。 

• 無線； US 目無線 LAN アダプターを 使ってネット 
ワークに接続するとさに選びます。 


通信設定をを更する 


1 ホームメニューを表示ずる 
ホームメニュー ボタンを押します。 

2 [各種設定]を選んでミ夫定する 

t /4 V ^/ 今ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

3 [通信設定]を選んで巧定ずる 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

4変更したい接続方法を選んで決定する 
t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

• LAN 設定(有線）： LAN ケーブルを使ってネット 

ワークに接続するとさの設定を 
変更します。 

• LAN 設定(無線）： US 目無線 LAN アダプターを 

使ってネットワークに接続する 
とさの設定を変更します。 

5 [変更ずる]を選んで巧定ずる 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 


[ 現をの設定] 

IP アドレス：自動設定 
ネットマスク：自動設定 
ゲートウ I イ：自動設定 
DNS :自動設定 

プロキシ ：使用しない 


変更する 


臣リ期化する] 


• 現在の設定を初期化するには、[初期化する]を選ん 
でミ夫定ボタンを押してください。 

• 手順4で [ LAN 設定(有線)]を選んだときは、手順 
I 0に進みます。 

6アクセスポイントを選ぶ 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

7暗号化の種類を設定ずる 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

• [日 PEN ] を選んだときは手順9へ進みます。 

• [ WEP ]、[ WPA ]、 または [ WPA 2] のいずれかを選 
んだときは暗号化キーを入力します 。 [security 
key ] を選んでミ夫定ボタンを押します。文字の入力ち 
法は47ページをご覧ください。 

8 [巧へ]を選んでミ夫定ずる 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

9接続をテストずる 

決定ボタンを押します。 
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詳細設定 


10 IP アドレスを設定ずる 

和/-►ボタンで[する]または[しない]を選んで決定ボタ 
ンを押します。 



イ、プライマ U とセカンダ U の DNS IP ア 
ドレスを手動で入力します （47 ぺージ)。 


11[巧へ]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを巧します。 

12プ□キシサーバーを設定ずる 

和/-►ボタンで[する]または[しない]を選んで決定ボタ 
ンを押します。 



• する：プ□バイダーから指定されたプ□キシサー 
バー名とポート番号を手動で入力します 

(47 ぺージ)。 

• しない：次の画面に進みます。 

13 [次へ]を選んで決定ずる 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

• 手順4で [LAN 設定(無織]を選んだときは手順 I 7に 
進みます。 

14 LAN 接続スピードを設定ずる 

和/-►ボタンで[する]または[しない]を選んで決定ボタ 
ンを押します。 

• 通常は[しない]を選んで決定ボタンを押します。手 
順 I 7に進みます。 

• LAN 接続スピードを設定でさるとさは[する]を選ん 
でミ夫定ボタンを押します。 


15 LAN 接続スピードを選ぶ 

t /4 ボタンで選んで ミ夫定 ボタンを押します。 

• お買い上げ時の設定では自動で検出するため、通常 
手動で設定する必要はありません。イーサネット接 
続に失敗するとさびあるとさは、設定を変更して接 
続を確認してください。接続速度を設定して、[次 
へ]を選んで 決定 ボタンを押します。 



16 [巧へ]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

17インターネットの接続をテストずる 

和/-►ボタンで[テスト実行]を選んで決定ボタンを押し 
ます。 

• IP アドレスを自動で取得したとさだけテストでさま 
す。 IP アドレスを手動で設定したとさは[テスト実 
行]は選べません。 


設定の内容を確認してください。 

IP ァドレス :XXX XXX XXX XXX 
ネットマスク ：XXX XXX XXX XXX 
マー トウエイ :XXX XXX XXX XXX 
DNS アドレス ：XXX XXX XXX XXX 
MAC アドレス： xx:xx:xx:xx:xx:xx 


テスト実行 


• テストでインターネット接続び失敗したとさは、手 
動で設定してください。 

18設定を終了する 

◄-/- ►ボタンで[完了]を選んでミ夫定ボタンを押します。 
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詳細設定 


文字を入力する 


U モコンの数字ボタンまたはボタンと決定ボタンを 

使って、 IP アドレスなどの数字を入力します。 


IP アドレス 
ネットマスク 
ゲートウエイ 



4すべての文字を入力ずる 

手順3を繰り返します。 


例： 数字入力画面 




1 


1231 1 

1 

編集] 


1 



1 文字入力画面を表示する 

文字を入力したい項目にカーソルを移動して決定ボタ 
ンを押します。 



タンで 

選ぶ 


和/今ボタンで 

選ぶ 


2入カモードを選ぶ 
t /4 ボタンで 選びます。 

3文字を選んで決定する 

数字ボタンを押す、または和/-►ボタンで選んでミ夫定 
ボタンを押します。 


田お知らせ- 

•ろ房る ( 文字消去 ) ボタンを押すと入力した文字を消去し 
ます。 

• 入力した文字を変更するときは、緑 ( ちへ ) ボタンまたは 
ホ ( ちへ ) ボタンで変更したい文字を選び 、 S 房る(文字 
消去) ボタンを押してから、和/-►ボタンで入力したい文 
字を選んで決定ボタンを押します。 


5文字を入力した項目を確定ずる 
黄(入力完了)ボタンを 押します。 


IP アドレス 日 S . 

ネットマスク I I . I I . 
ダ-トウエイ ri.r I . 


6すべての項目を入力ずる 

手順1から己を繰り返します。 



入力文字一覧 


数字半角 

1234567890 



編集 

入力取消 左へ ちへ 入力完了 文字消去 


* 青/ホ/緑/黄ボタンとろ房るボタンで、各項目を選んで決定ボタンを押すのと同じ操作びでき 
ます。 

[文字消去]で文字を消去します。 
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詳細設定 


USB メモリー管埋 


US 目メモ U - に記録されている目 D - LIVE からダウン□-ド 
したデータなどを削除します。 



USB メモリーを巧う前に 


ごを意： 

• [ US 目メモ U - 管理]または[ソフトウェアの更新] 
の操作中に US 目メモ U —を取り外したり、電源コー 
ドを抜かないでください。 

• 本機の [ USB ] 端テに US 目メモ U —を接続すると 
さは、 US 目延長ケーブルを使用しないでください。 
USB 延長ケーブルを使用すると本機び正しく動作し 
ないことびあります。 

お知6せ： 

• 接続する USB メモ U —の動作保証はでさません。 

• FAT 32/1 目でフォーマットされた US 目メモ U —に 
対応しています。お手持ちのパソコンで US 目メモ 
リーをフォーマットする際には、下記の設定でフォー 
マットしてください。 

ファイルシステム： FAT 32 
ア□ケーシヨンユ ニッ トサイズ： 

標準のア□ケーシヨンサイズ 


1 USB メモリーを接続ずる 

本体前面部または本体背面部の [ USB ] 端子に接続しま 
す。 

両方の端子に US 目メモ U —を接続したとさは、先に接 
続したでの US 目メモ U —のデータのみ消去されます。 

2ホームメニューを表示する 
ホームメニュー ボタンを 巧します。 

3 [各種設定]を選んで巧定ずる 

t /4/ 和/-►ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

4 [ USB メモリー管理を選んで決定ずる 
t /4 ボタンで選んで決定ボタンを巧します。 

• [US 目メモ U —び接続されていません]び表示される 
とさは US 目メモ U —び接続されていません。 


5 [消去ずる]または[初期化ずる]を選んで巧定ず 
る 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

消去する：目 D ビデオのデータだけを消去します。 
初期化する：すべてのデータを消去します。 

• ソフトウェアを更新したあと、更新ファイルだけを 
消去するとさは、パソコンを使って消去してくださ 
し、。 



USB メモリー内に書き込まれてし巧 BD-LIVE 
などの 「 BD ビデオデ-夕」のみ消去されます。 

「 BD ビデオデータ」、「更新用ソフトウェア」 


その他险てのデータ】が消去されますので 

-’、ご壬音/ドえし、 

不動こなった更新用ソフトウェアのみ消去し 
たし、ときはパソコンを使って消去してください。 


。お知らせ- 

• 本機の内部メモ U —に保存されたデータ(ゲームスコアな 
ど)を削除されます。 


6データを消去ずる 

t /4 ボタンで[する]を選んで決定ボタンを押します。 


L しなし 、I 


• 消去中の画面び表示されます。終了すると下記の画 
面び表示されます。 


完了しました。 


確認 


7データ消去を終了ずる 
ミ夫定ボタンを 押します。 
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詳細設定 


:アの更新 


本機は下記ので法でソフトウエアを更新でさます。 

• ネットワークを使用した自動更新 
• ネットワークを使用した手動更新 

• US 目メモ U —を使用した手動更新 

ネットワークを使用した更新では、あらかじめ下記の設定 
をしておく必要びあります。 

本製品に関する製品情報を弊社ホームページで公開しており 
ます。ブルーレイディスクプレーヤーに関するアップデー 
卜、またはサービス情報をご確認ください。 

http :// pioneer . jp / support / 

田お知らせ- 

• LAN ケーブルまたは US 目無線 LAN アダプター、 US 目メ 
モ U —び正し < 接続されているか確認してください 

(21 ぺージ)。 

• [通信設定]を正しく設定してください （4 已ぺー ジ)。 

• ネットワークの接続状況やその他の理由により、更新ファ 
イルをダウン□ー ドするのに時間びかかることびありま 
す。 


ネットワークをほ用した自動更新 


么ごを意 


更新ファイルのダウン□ー ド中やソフトウェアの更新 
中に LAN ケーブルまたは US 目無線 LAN アダプター、 
US 目メモ U —を抜いたり電源コードを抜かないでくださ 
い。 

ソフトウェアの更新中に他の操作はでさません。また、 
更新中は中止でさません。 

本体表示窓を消打させているとさは、フロン トライトボ 
タンで本体表示窓を点丹させて<ださい。本体表示窓を 
消なさせたまま本機のソフトウェアを更新するときは、 
FL 日 FF インジケーターび消なするまで電源コードを抜か 
ないでください。 



本機の電源をオンにすると自動でネットワークに接続し 
て、新しいソフトウェアびあるとさはソフトウェアを更新 
します。 

設定する 

1 ホームメニューを表示ずる 
ホームメニューボタンを押します。 

2 [各種設定]を選んで巧定ずる 

t /4/^/- ►ボタンで選んで決定ボタンを 押します。 

3 [ソフトウェアの更新]を選んでミ夫定する 
t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを 押します。 

4 [自動更新設定]を選んで決定ずる 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを 押します。 

5 [する]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを 押します。 

本機の電源をオンにするたびに自動でネットワークに 
接続します。 

更新する 

1 電源をオンにする 

む電源ボタンを 押します。 

自動でネットワークに接続します。 

画面に「アクセスしています」と点滅して表示されま 
す。新しいソフトウェアび見つかると、本機のソフト 
ウェアのノ（ージヨンと新しいソフトウェアのノ（ージヨ 
ンび表示されます。 

• ディスクびセットされているとさは、自動でネット 
ワークに接続しません。 

• すでにソフトウェアび最新のをのに更新されている 
とさは、画面に何を表示されません。 

2 [はしリを選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを 押します。 

• ソフトウェアの更新び始まります。 

• ソフトウェアの更新び完了すると、更新完了の画面 
び表示されます。 

• ソフトウェアの更新に失敗したときは、エラーメッ 
セージび表示されます。 LAN ケーブルや US 目無線 
LAN アダプターび正しく接続されていることと通信 
設定を確認して、再度ソフトウェアの更新を行って 
<ださい。 

3電源をオフにずる 
む電源ボタンを 押します。 

• 次回電源をオンにすると、新しいソフトウェアび有 
効になります。 


詳細設定 
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詳細設定 


ネットワークをほ用した手動更新 


手動でネットワークに接続して新しいソフトウェアびない 
か確認します。 

1 ホームメニューを表示する 
ホームメニュー ボタンを 巧します。 

2 [各種設定]を選んで巧定する 

t /4/^/- ►ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

3 [ソフトウェアの更新]を選んでミ夫定する 
t /4 ボタンで選んで ミ夫定 ボタンを巧します。 

4 [手動更新]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

5 [ネットワーク]を選んで巧定する 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを巧します。 

画面に「アクセスしています」と点滅して表示されま 
す。新しいソフトウェアび見つかると、本機のソフト 
ウェアのノ（ージョンと新しいソフトウェ 了の )(-ジョ 
ンび表示されます。 

• すでにソフトウェアび最新のをのに更新されている 
とさは、バージョンび表示されます。 

6 [はし >] を選んでミ夫定ずる 

t /4 ボタンで選んで決定ボタンを巧します。 

• ソフトウェアの更新び始まります。 

• ソフトウェアの更新び完了すると、更新完了の画面 
び表示されます。 

• ソフトウェアの更新に失敗したときは、エラーメッ 
セージび表示されます。 LAN ケーブルや US 目無線 
LAN アダプターび正しく接続されていることと通信 
設定を確認して、再度ソフトウェアの更新を行って 
ください。 

7電源をオフにする 

む電源ボタンを押します。 

• 次回電源をオンにすると、新しいソフトウェアび有 
効になります。 


USB メモリーをほ用した手動更新 


本体前面部または本体背面部の [ USB ] 端子に更新用ファイ 

ルの記録された US 日メモ U —を接続して、本機のソフト 

ウェアを更新します。 

。お知らせ- 

• 更新用ファイルび弊社ホームページで公開されていると 
さは、お手持ちのパソコンで USB メモ U —にダウン□一 
ドしてください。更新用ファイルのダウン□ー ドについ 
ては、齊社ホームページに記載された説明をよく読んで 
ください。 

• 本機は FAT 32/1 目でフォーマットした US 目メモリー 
に対応しています。お手持ちのパソコンで US 目メモ U — 
をフォーマットするとさは、下記の設定でフォーマット 
してください。 

ファイルシステム： FAT 32 
ア□ケーシヨンユ ニッ トサイズ： 

標準のア□ケーシヨンサイズ 

• 更新用ファイルは US 目メモ U - のルートディレクト U 
に保存してください。フォレダーの中には保存しないで 
ください。 

• USB メモ U —には更新用ファイルしツ外のファイルは入 
れないで < ださい。 

• US 目メモ U —に保存する更新用ファイルは最新のをの 
一つだけにしてください。 

• US 目メモ U —を本機に接続するとさは、 US 目延長ケー 
ブルを使用しないで<ださい。 USB 延長ケーブルを使 
用すると本機び正しく動作しないことびあります。 

• ソフトウェアを更新するときは、ディスクトレイからデイ 
スクを取り出してください。 


1 USB メモリーを接続する 

必ず本体前面部の [ USB ] 端子に接続してください。本 
体前面部と本体背面部の両方に USB メモ U —を接続し 
ているとさは、本体前面部の US 目メモ U —を接続し直 
してください。 

2ホームメニューを表示ずる 
ホームメニュー ボタンを押します。 

3 [各種設定]を選んでミ夫定する 

t / iv 和/今ボタンで選んで巧定ボタンを押します。 

4 [ソフトウェアの更新]を選んでミ夫定する 
t /4 ボタンで選んで決定ボタンを押します。 

5 [手動更新]を選んでミ夫定する 

t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

6 [USB メモリー]を選んで巧定ずる 
t /4 ボタンで選んでミ夫定ボタンを押します。 

• 暗証番号を設定していないとさは手順8に進みま 
す。 

7 4 巧の暗証番号を入力ずる 
数きボタン (0 〜 9) を押します。 


暗証番号を入力して〈ださい。 
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詳細設定 


8 USB メモリーのデータをチェックする 
決定ボタンを押します。 


更新用ソフトウエアのファイルをコピーした 
USB メモリーを接続してくださし、。 



• チェック中に下記の画面び表示されます。 


USB メモリーを確認しています。 


確認 中 


• 本機のソフトウェアのバージヨンと US 目メモ U —に 
記録された更新ファイルのバージョンび表示されま 
す。本機のソフトウェアを更新するとさは、[開始す 
る]を選んで決定ボタンを巧します。 


USB メモリー内に更新用ソフトウエアのファイルが 
見つかりました。ソフトウエアの更新を開始しますか？ 

現を： **12%567 

更新後： **2345678 


開始する 


開始しない 


• US 目メモ U —び正しく認識でさない、または 
US 目メモ U —に更新用ファイルびないとさは、エ 
ラーメッセージび表示されます。 US 目メモ U —の 
ファイルを確認してから、再度 US 目メモ U —を正し 
く接続してください。 


9 ソフトウェアを更新ずる 
決定ボタンを 押します。 

• しばら<画面び暗<なります。更新画面び表示され 
るまでそのままお待ちください。電源コードは抜か 
ないで < ださい。 



10更新び正常に終了したか画面で確認する 

• 更新に失敗したら US 目メモ U —のファイルを確認し 
て、再度手順 I から試してください。 

11本機の電源をオフにずる 
む電源ボタンを押します。 

12 USB メモリーを取り外す 


USB メモリー内に更新用ソフトウェアのファイルが 
見つかりませんでした。 

USB メモリー内の更新用ソフトウェアファイルを 
確認してから、もう一度ソフトウェアの更新を 
行ってください。 


確認 
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詳細設定 


国/地域コード表 


アメ U 力/カナダ/日本/ドイツ/フランス/イギ U ス/イタ U ア/スペイン/スイス/スウェーデン/オランダ/ノルウェー/デン 
マーク/フィンランド/ベルギー/香港/シンガポール/タイ/マレーシア/インドネシア/台湾/フイ U ピン/オーストラ U ア/ 
□シア/中国 


言語表 

英語/フランス語/ドイツ語/イタ U ア語/スペイン語/日本語/スウェーデン語/オランダ語 


言語コード表 


AA Afar / AB Abkhazian / AF Afrikaans / AM Ameharic / AR Arabic / AS Assamese / AY Aymara / 

AZ Azerbaijani / BA Bashkir / BE Byelorussian / BG Bulgarian / BH 巨 ihari / Bl Bislama / 

BN Bengali, 目 an 呂 la / BO Tibetan / BR Breton / CA Catalan / CO Corsican / CS Czech / CY Welsh / 

DA Danish / DE German / DZ Bhutan! / EL Greek / EN English / EO Esperanto / ES Spanish / 

ET Estonian / EU Basque / FA Persian / 円 Finnish / FJ Fiji / FO Faroese / FR French / FY Frisian / 

GA Irish / GD Scots Gaelic / GL Galician / GN Guarani / GU Gujarati / HA Hausa / HI Hindi / 

HR Croatian / HU Hungarian / HY Armenian / lA Interlingua / IE Interlingue / IK Inupiak / 

IN Indonesian / IS Icelandic/ IT Italian / IW Hebrew / JA Japanese / Jl Yiddish / JW Javanese / 

KA Georgian / KK Kazakh / KL Greenlandic / KM Cambodian / KN Kannada / KO Korean / 

KS Kashmiri / KU Kurdish / KY Kirghiz / LA Latin / LN Lin 呂 ala / LO Laothian / LT Lithuanian / 

LV Latvian, Lettish / MG Malagasy / Ml Maori / MK Macedonian / ML Malayalam / MN Mongolian / 

MO Moldavian / MR Marathi / MS Malay / MT Maltese / MY Burmese / NA Nauru / NE Nepali / 

NL Dutch / NO Norwegian / OC Occitan / OM Afan (Oromo) / OR Oriya / PA Panjabi / PL Polish / 

PS Pashto, Pushto / PT Portuguese/ QU Quechua / RM Rhaeto-Romance / RN Kirundi / 

RO Romanian / RU Russian / RW Kinyarwanda / SA Sanskrit / SD Sindhi / SG Sangho / 

SH Serbo-Croatian / SI Singhalese / SK Slovak / SL Slovenian / SM Samoan / SN Shona / SO Somali / 
SQ Albanian / SR Serbian / SS Siswat / ST Sesotho / SU Sundanese / SV Swedish / SW Swahili / 

TA Tamil / TE Telugu / TG Tajik / TH Thai / Tl Tigrinya / TK Turkmen / TL Tagalog / TN Setswana / 
TO Ton 呂 a / TR Turkish / TS Tson 呂 a / TT Tatar / TW Twi / UK Ukrainian / UR Urdu / UZ Uzbek / 

VI Vietnamese / VO Volapuk / WO Wolof / XH Xhosa / YO Yoruba / ZH Chinese / ZU Zulu 


次世代才ーデイオフオーマツトの出力について 



ch :チヤンネル 


W 旧 D ビデオ付加音声]を[有効]にしているとさは、48 kHz 音声び出力されます。 

旧 D ビデオ付加音声]を[有効]にしているとさは、 U ニア PCM 音声び出力されます。 

が[映像出力選択]を[コンポーネント]に設定し、[コンポーネント出力設定]で [48 日 i] を選んでいるとさは、コアスト U —ム 
のみ出力されます。 

W 2チヤンネルにダウンミックスされた音声び出力されます。 

がコアスト U —ムのみ出力されます。 

*6已.1チヤンネル（192 kHz) のときは、9目 kHz 音声び出力されます。 

2チヤンネルのとさは、]92 kHz の音声び出力されます。 
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ライセンス 


ここでは、本機に使われているソフトウエアの利用許諾(ライセンス)について記載しています。正確な内容を保持するた 
め、原文(英語)を記載しています。 


• OpenSSL 

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. 
both the conditions of the OpenSSL License and the 
original SSLeay license apply to the toolkit. 

See below for the actual license texts. Actually both 
licenses are BSD-style Open Source licenses. In case 
of any license issues related to OpenSSL please 
contact openssicore ③ openssl.org. 

OpenSSL License 

Copyright© 1998-2007The OpenSSL Project. All 
rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the 
above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or 
use of this software must display the following 
acknowledgment: "This product includes software 
developed by the OpenSSL Project for use in the 
OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL 
Project" must not be used to endorse or promote 
products derived from this software without prior 
written permission. For written permission, please 
contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be 
called ‘‘OpenSSL" nor may "OpenSS し " appear in 
their names without prior written permission of the 
OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain 
the following acknowledgment: "This product 
includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www. 
openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE に戶 ROVIDED BY THE OpenSSL 
PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMtED TO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL 
PROJECTOR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 
ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING. BUT NOT LIMITED TO. PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS 
OF USE, DATA, OR PROFITS ： OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 
STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
This product includes cryptographic software written 
by Eric Young (eay@cryptsoft.com).This product 
includes software written by Tim Hudson (tjh@ 
cryptsoft.com). 

Original SSLeay License 

Copyright© 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft. 

com) All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric 
Young (eay@cryptsoft.com). The implementation was 
written so as to conform with Netscapes SSL. 

This library is free for commercial and non-commercial 
use as long as the following conditions are aheared 
to. The following conditions apply to all code found in 
this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., 
code ： not just the SSL code. The SSL documentation 
included with this distribution is covered by the same 
copyright terms except that the holder is Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains trie Young's, and as such any 
Copyright notices in the code are not to be removed. 

If this package is used in a product, trie Young 
should be given attribution as the author of the parts 
of the library used. This can be in the form of a textual 
message at program startup or in documentation 
(online or textual) provided with the package. 
Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1.Redistributions of source code must retain the 
copyright notice, this list of conditions and the 


following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the 
above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or 
use of this software must display the following 
acknowledgement: "This product includes 
cryptographic software written by trie Young (eay@ 
cryptso け . com)" 

The word ‘cryptographic’ can be left out if the 
rouines from the library being used are not 
cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or 
a derivative thereof) from the apps directory 
(application code) you must include an 
acknowledgement: "This product includes software 
written by Tim Hudson け jh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE に戶 ROVIDED BY ERIC YOUNG "AS 
に " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABIUT 丫 AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR 
OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY 
OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically 
available version or derivative of this code cannot be 
changed. I.e. this code cannot simply be copied and 
put under another distribution licence [including the 
GNU Public Licence.] 

• zlib 

This software is based in part on zlib see http://www. 
zlib.net for information. 

• GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

Version 2, June 1991 

Copyright© 19891 1991 Free Software Foundation, 
Inc., 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 
USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim 
copies of this license document, but changing it is 
not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to 
take away your freedom to share and change it. By 
contrast, the GNU General Public License is intended 
to guarantee your freedom to share and change free 
software - to make sure the software is free for all its 
users. This General Public License applies to most 
of the Free Software Foundation's software and to 
any other program whose authors commit to using 
it. (Some other Free Software Foundation software is 
covered by the GNU Lesser General Public License 
instead.) You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to 
freedom, not price. Our General Public Licenses are 
designed to make sure that you have the freedom 
to distribute copies of free software (and charge for 
this service if you wish), that you receive source code 
or can get it if you want it, that you can change the 
software or use pieces of it in new free programs ： and 
that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions 
that forbid anyone to deny you these rights or to ask 
you to surrender the rights. These restrictions translate 
to certain responsibilities for you if you distribute 
copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a 
program, whether gratis or for a fee, you must give the 
recipients all the rights that you have. You must make 
sure that they, too, receive or can get the source code. 
And you must show them these terms so they know 
their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright 
the software, and (2) offer you this license which gives 
you legal permission to copy, distribute and/or modify 
the software. 


Also, for each author’s protection and ours, we want 
to make certain that everyone understands that there 
is no warranty for this free software. If the software is 
modified by someone else and passed on, we want 
its recipients to know that what they have is not the 
original, so that any problems introduced by others will 
not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly 
by software patents. We wish to avoid the danger 
that redistributors of a free program will individually 
obtain patent licenses, in effect making the program 
proprietary. 

To prevent this, we have made it clear that any patent 
must be licensed for everyone’s free use or not 
licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, 
distribution and modification follow. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING ， 
DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work 
which contains a notice placed by the copyright 
holder saying it may be distributed under the terms 
of this General Public License. The "Program "， 
below, refers to any such program or work, and 
a "work based on the Program" means either the 
Program or any derivative work under copyright 
law: that is to say, a work containing the Program or 
a portion of it, either verbatim or with modifications 
and/or translated into another language.(Hereinafter, 
translation is included without limitation in the term 
"modification".) Each licensee is addressed as 



Activities other than copying, distribution and 
modification are not covered by this License; 
they are outside its scope. The act of running the 
Program is not restricted, and the output from the 
Program is covered only if its contents constitute a 
work based on the Program (independent of having 
been made by running the Program). Whether that 
is true depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of 
the Program’s source code as you receive it, in 
any medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate 
copyright notice and disclaimer of warranty ： keep 
intact all the notices that refer to this License and 
to the absence of any warranty ： and give any other 
recipients of the Program a copy of this License 
along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of 
transferring a copy, and you may at your option offer 
warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program 
or any portion of it, thus forming a work based 

on the Program, and copy and distribute such 
modifications or work under the terms of Section 
1 above, provided that you also meet all of these 
conditions: 

a) You must cause the modified files to carry 
prominent notices stating that you changed the 
files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or 
publish, that in whole or in part contains or is 
derived from the Program or any part thereof, to 
be licensed as a whole at no charge to all third 
parties under the terms of this License. 

c) け the modified program normally reads 
commands interactively when run, you must 
cause it, when started running for such interactive 
use in the most ordinary way, to print or display an 
announcement including an appropriate copyright 
notice and a notice that there is no warranty (or 
else, saying that you provide a warranty) and that 
users may redistribute the program under these 
conditions, and telling the user how to view a copy 
of this License. (Exception: if the Program itself 

is interactive but does not normally print such an 
announcement, your work based on the Program 
is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as 
a whole. If identifiable sections of that work are not 
derived from the Program, and can be reasonably 
considered independent and separate works in 
themselves, then this License, and its terms, do not 
apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same 
sections as part of a whole which is a work based 
on the Program, the distribution of the whole must 
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be on the terms of th に License, whose permissions 
for other licensees extend to the entire whole, and 
thus to each and every part regardless of who wrote 
it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights 
or contest your rights to work written entirely by you ： 
rather, the intent is to exercise the right to control the 
distribution of derivative or collective works based 
on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not 
based on the Program with the Program (or with 
a work based on the Program) on a volume of a 
storage or distribution medium does not bring the 
other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a 
work based on it, under Section 2) in object code 
or executable form under the terms of Sections 1 
and 2 above provided that you also do one of the 
following: 

a) Accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 
above on a medium customarily used for software 
interchange ： or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least 
three years, to give any third party, for a charge 
no more than your cost of physically performing 
source distribution, a complete machine-readable 
copy of the corresponding source code, to be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 
above on a medium customarily used for software 
interchange ： or, 

c) Accompany it with the information you received 
as to the offer to distribute corresponding 
source code. (This alternative is allowed only 
for noncommercial distribution and only if 

you received the program in object code or 
executable form with such an offer, in accord with 
Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred 
form of the work for making modifications to it. For 
an executable work, complete source code means 
all the source code for all modules it contains, plus 
any associated interface definition files, plus the 
scripts used to control compilation and installation 
of the executable. However, as a special exception, 
the source code distributed need not include 
anything that is normally distributed (in either 
source or binary form) with the major components 
(compiler, kernel, and so on) of the operating 
system on which the executable runs, unless that 
component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made 
by offering access to copy from a designated place, 
then offering equivalent access to copy the source 
code from the same place counts as distribution of 
the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object 
code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute 
the Program except as expressly provided under 
this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense or distribute the Program is void, and 
will automatically terminate your rights under this 
License. However, parties who have received 
copies, or rights, from you under this License will 
not have their licenses terminated so long as such 
parties remain in full compliance. 

己 . You are not required to accept this License, since 
you have not signed it. However, nothing else 
grants you permission to modify or distribute the 
Program or its derivative works. These actions are 
prohibited by law if you do not accept this License. 
Therefore, by modifying or distributing the Program 
(or any work based on the Program), you indicate 
your acceptance of this License to do so, and all 
its terms and conditions for copying, distributing or 
modifying the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work 
based on the Program), the recipient automatically 
receives a license from the original licensor to copy, 
distribute or modify the Program subject to these 
terms and conditions. You may not impose any 
further restrictions on the recipients’ exercise of the 
rights granted herein. 

You are not responsible for enforcing compliance by 
third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or 
allegation of patent infringement or for any other 
reason (not limited to patent issues), conditions are 
imposed on you (whether by court order, agreement 


or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions 
of this License. If you cannot distribute so as to 
satisfy simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, then as 
a consequence you may not distribute the Program 
at all. For example, if a patent license would not 
permit royalty-free redistribution of the Program by 
all those who receive copies directly or indirectly 
through you, then the only way you could satisfy 
both it and this License would be to refrain entirely 
from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or 
unenforceable under any particular circumstance, 
the balance of the section is intended to apply and 
the section as a whole is intended to apply in other 
circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to 
infringe any patents or other property right claims 
or to contest validity of any such claims; this section 
has the sole purpose of protecting the integrity 
of the free software distribution system, which is 
implemented by public license practices. Many 
people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that 
system in reliance on consistent application of that 
system ： it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any other 
system and a licensee cannot impose that choice. 
This section is intended to make thoroughly clear 
what is believed to be a consequence of the rest of 
this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is 
restricted in certain countries either by patents or by 
copyrighted interfaces, the original copyright holder 
who places the Program under this License may 
add an explicit geographical distribution limitation 
excluding those countries, so that distribution 

is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates 
the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised 
and/ or new versions of the General Public License 
from time to time. Such new versions will be similar 
in spirit to the present version, but may differ in 
detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version 
number. If the Program specifies a version number 
of this License which applies to it and "any later 
version", you have the option of following the terms 
and conditions either of that version or of any later 
version published by the Free Software Foundation. 

If the Program does not specify a version number 
of this License, you may choose any version ever 
published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program 
into other free programs whose distribution 
conditions are different, write to the author to ask 
for permission. For software which is copyrighted 
by the Free Software Foundation, write to the 
Free Software Foundation ： we sometimes make 
exceptions for this. Our decision will be guided by 
the two goals of preserving the free status of all 
derivatives of our free software and of promoting the 
sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

11. BECAUSE THE 戶 ROGRAM に LICENSED FREE 
OF CHARGE, THERE に NO WARRANTY FOR 
THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY 
APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE 
STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS 
AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE 
PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF 
ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 

THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. 
SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, 

YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY 
APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING 
WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER 
PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE 
THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING 
ANY GENERA し SPECIAL INCIDENTAL OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF 
THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM 


(INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA 
OR DATA B 曰 NG RENDERED INACCURATE OR 
LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES 
OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE 
WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH 
HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADV に ED 
OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OFTERMS AND CONDITIONS 
How to Apply These Terms to Your New Programs 
If you develop a new program, and you want it to be of 
the greatest possible use to the public, the best way to 
achieve this is to make it free software which everyone 
can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It 
is safest to attach them to the start of each source file 
to most effectively convey the exclusion of warranty ： 
and each file should have at least the "copyright" line 
and a pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the program's name and a brief 
idea of what it does.> 

Copyright © <year> <name of author> 

This program is free software ： you can redistribute 
it and/or modify it under the terms of the GNU 
General Public License as published by the Free 
Software Foundation ： either version 2 of the License, 
or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will 
be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY ： without 
even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FITNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE. See the 
GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU 
General Public License along with this program ： if 
not, write to the Free Software Foundation, Inc., 51 
Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110 -1301 
USA. 

Also add information on how to contact you by 
electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short 
notice like this when it starts in an interactive mode: 
Gnomovision version 69, Copyright © year name of 
author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO 
WARRANTY ： for details type ‘show w’. This is free 
software, and you are welcome to redistribute it 
under certain conditions ： type ‘show c’ for details. 
The hypothetical commands ‘show w' and ‘show c' 
should show the appropriate parts of the General 
Public License. Of course, the commands you use 
may be called something other than ‘show w’ and 
‘show c ’； they could even be mouse-clicks or menu 
items - whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work 
as a programmer) or your school, if any, to sign a 
"copyright disclaimer" for the program, if necessary. 
Here is a sample ： alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright 
interest in the program ‘Gnomovision' (which makes 
passes at compilers) written by James Hacker. 
<signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 
This General Public License does not permit 
incorporating your program into proprietary programs. 
If your program is a subroutine library, you may 
consider it more useful to permit linking proprietary 
applications with the library. If this is what you want 
to do, use the GNU Lesser General Public License 
instead of this License. 

• GNU LESSER GENERAL PUBLIC 
LICENSE 

Version 2.1 1 February 1999 

Copyright© 19911 1999 Free Software Foundation, 

Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 
USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim 
copies of this license document, but changing it is 
not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL 
It also counts as the successor of the GNU Library 
Public License, version 2, hence the version number 
2 . 1 .] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to 
take away your freedom to share and change it. 

By contrast, the GNU General Public Licenses are 
intended to guarantee your freedom to share and 
change free software - to make sure the software is 
free for all its users. This license, the Lesser General 
Public License, applies to some specially designated 
software packages - typically libraries - of the Free 
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Software Foundation and other authors who decide to 
use it. You can use it too, but we suggest you first think 
carefully about whether this license or the ordinary 
General Public License is the better strategy to use in 
any particular case, based on the explanations below. 
When we speak of free software, we are referring 
to freedom of use, not price. Our General Public 
Licenses are designed to make sure that you have 
the freedom to distribute copies of free software (and 
charge for this service if you wish )： that you receive 
source code or can get it if you want it ： that you can 
change the software and use pieces of it in new free 
programs ： and that you are informed that you can do 
these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions 
that forbid distributors to deny you these rights or to 
ask you to surrender these rights. These restrictions 
translate to certain responsibilities for you if you 
distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, 
whether gratis or for a fee, you must give the 
recipients all the rights that we gave you. You must 
make sure that they, too, receive or can get the source 
code. If you link other code with the library, you must 
provide complete object files to the recipients, so 
that they can relink them with the library after making 
changes to the library and recompiling it. And you 
must show them these terms so they know their rights. 
We protect your rights with a two-step method:(1)we 
copyright the library, and (2) we offer you this license, 
which gives you legal permission to copy, distribute 
and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very 
clear that there is no warranty for the free library. Also, 
if the library is modified by someone else and passed 
on, the recipients should know that what they have is 
not the original version, so that the original author’s 
reputation will not be affected by problems that might 
be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the 
existence of any free program. We wish to make sure 
that a company cannot effectively restrict the users of 
a free program by obtaining a restrictive license from 
a patent holder. Therefore, we insist that any patent 
license obtained for a version of the library must be 
consistent with the full freedom of use specified in 
this license. 

Most GNU software, including some libraries, is 
covered by the ordinary GNU General Public License. 
This license, the GNU Lesser General Public License, 
applies to certain designated libraries, and is quite 
different from the ordinary General Public License. We 
use this license for certain libraries in order to permit 
linking those libraries into nonfree programs. 

When a program is linked with a library, whether 
statically or using a shared library, the combination 
of the two is legally speaking a combined work, a 
derivative of the original library. The ordinary General 
Public License therefore permits such linking only 
if the entire combination fits its criteria of freedom. 

The Lesser General Public License permits more lax 
criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public 
License because it does Less to protect the user's 
freedom than the ordinary General Public License. 

It also provides other free software developers Less 
of an advantage over competing non-free programs. 
These disadvantages are the reason we use the 
ordinary General Public License for many libraries. 
However, the Lesser license provides advantages in 
certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a 
special need to encourage the widest possible use 
of a certain library, so that it becomes a de-facto 
standard. To achieve this, non-free programs must be 
allowed to use the library. 

A more frequent case is that a free library does the 
same job as widely used non-free libraries. In this 
case, there is little to gain by limiting the free library 
to free software only, so we use the Lesser General 
Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in 
nonfree programs enables a greater number of people 
to use a large body of free software. For example, 
permission to use the GNU C Library in non-free 
programs enables many more people to use the whole 
GNU operating system, as well as its variant, the GNU 
Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less 
protective of the users’ freedom, it does ensure that 
the user of a program that is linked with the Library 


has the freedom and the wherewithal to run that 
program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, 
distribution and modification follow. Pay close attention 
to the difference between a "work based on the 
library" and a "work that uses the library". The former 
contains code derived from the library, whereas the 
latter must be combined with the library in order to 
run. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, 
DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

O.This License Agreement applies to any software 
library or other program which contains a notice 
placed by the copyright holder or other authorized 
party saying it may be distributed under the terms of 
this Lesser General Public License (also called "this 
License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions 
and/or data prepared so as to be conveniently 
linked with application programs (which use some of 
those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software 
library or work which has been distributed under 
these terms. A "work based on the Library" means 
either the Library or any derivative work under 
copyright law: that is to say, a work containing the 
Library or a portion of it, either verbatim or with 
modifications and/or translated straightforwardly 
into another language. (Hereinafter, translation 
is included without limitation in the term 
"modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form 
of the work for making modifications to it. For a 
library, complete source code means all the source 
code for all modules it contains, plus any associated 
interface definition files, plus the scripts used to 
control compilation and installation of the library. 
Activities other than copying, distribution and 
modification are not covered by this License; they 
are outside its scope. The act of running a program 
using the Library is not restricted, and output from 
such a program is covered only if its contents 
constitute a work based on the Library (independent 
of the use of the Library in a tool for writing it). 
Whether that is true depends on what the Library 
does and what the program that uses the Library 
does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the 
Library’s complete source code as you receive it, in 
any medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate 
copyright notice and disclaimer of warranty ： keep 
intact all the notices that refer to this License and to 
the absence of any warranty; and distribute a copy 
of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of 
transferring a copy, and you may at your option offer 
warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library 
or any portion of it, thus forming a work based 

on the Library, and copy and distribute such 
modifications or work under the terms of Section 
1 above, provided that you also meet all of these 
conditions: 

a) The modified work must itself be a software 
library. 

b) You must cause the files modified to carry 
prominent notices stating that you changed the 
files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be 
licensed at no charge to all third parties under the 
terms of this License. 

d) け a facility in the modified Library refers to a 
function or a table of data to be supplied by an 
application program that uses the facility, other 
than as an argument passed when the facility is 
invoked, then you must make a good faith effort 
to ensure that, in the event an application does 
not supply such function or table, the facility 
still operates, and performs whatever part of its 
purpose remains meaningful. (For example, a 
function in a library to compute square roots has a 
purpose that is entirely well-defined independent 
of the application. Therefore, Subsection 2d 
requires that any application-supplied function 

or table used by this function must be optional: if 
the application does not supply it, the square root 
function must still compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as 
a whole. If identifiable sections of that work are not 
derived from the Library, and can be reasonably 


considered independent and separate works in 
themselves, then this License, and its terms, do not 
apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same 
sections as part of a whole which is a work based 
on the Library, the distribution of the whole must be 
on the terms of this License, whose permissions for 
other licensees extend to the entire whole, and thus 
to each and every part regardless of who wrote it. 
Thus, it is not the intent of this section to claim rights 
or contest your rights to work written entirely by you ： 
rather, the intent is to exercise the right to control the 
distribution of derivative or collective works based 
on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not 
based on the Library with the Library (or with a work 
based on the Library) on a volume of a storage or 
distribution medium does not bring the other work 
under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU 
General Public License instead of this License to a 
given copy of the Library. To do this, you must alter 
all the notices that refer to this License, so that they 
refer to the ordinary GNU General Public License, 
version 2, instead of to this License. (If a newer 
version than version 2 of the ordinary GNU General 
Public License has appeared, then you can specify 
that version instead if you wish.) Do not make any 
other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is 
irreversible for that copy, so the ordinary GNU 
General Public License applies to all subsequent 
copies and derivative works made from that copy. 
This option is useful when you wish to copy part of 
the code of the Library into a program that is not a 
library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a 
portion or derivative of it, under Section 2) in 
object code or executable form under the terms 
of Sections 1 and 2 above provided that you 
accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 
above on a medium customarily used for software 
interchange. 

If distribution of object code is made by offering 
access to copy from a designated place, then 
offering equivalent access to copy the source code 
from the same place satisfies the requirement to 
distribute the source code, even though third parties 
are not compelled to copy the source along with the 
object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion 
of the Library, but is designed to work with the 
Library by being compiled or linked with it, is called 
a "work that uses the Library". Such a work, in 
isolation, is not a derivative work of the Library, and 
therefore falls outside the scope of this License. 
However, linking a "work that uses the Library'' with 
the Library creates an executable that is a derivative 
of the Library (because it contains portions of the 
Library), rather than a "work that uses the library". 
The executable is therefore covered by this License. 
Section 6 states terms for distribution of such 
executables. 

When a "work that uses the Library" uses material 
from a header file that is part of the Library, the 
object code for the work may be a derivative work 
of the Library even though the source code is not. 
Whether this is true is especially significant if the 
work can be linked without the Library, or if the work 
is itself a library. The threshold for this to be true is 
not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical 
parameters, data structure layouts and accessors, 
and small macros and small inline functions (ten 
lines or less in length), then the use of the object file 
is unrestricted, regardless of whether it is legally a 
derivative work. (Executables containing this object 
code plus portions of the Library will still fall under 
Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, 
you may distribute the object code for the work 
under the terms of Section 6. Any executables 
containing that work also fall under Section 6, 
whether or not they are linked directly with the 
Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may 
also combine or link a "work that uses the Library" 
with the Library to produce a work containing 
portions of the Library, and distribute that work 
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under terms of your choice, provided that the terms 
permit modification of the work for the customer’s 
own use and reverse engineering for debugging 
such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of 
the work that the Library is used in it and that the 
Library and its use are covered by this License. 

You must supply a copy of this License. If the work 
during execution displays copyright notices, you 
must include the copyright notice for the Library 
among them, as well as a reference directing the 
user to the copy of this License. Also, you must do 
one of these things: 

a) Accompany the work with the complete 
corresponding machine-readable source code 
for the Library including whatever changes were 
used in the work (which must be distributed 
under Sections 1 and 2 above)： and, if the work 
is an executable linked with the Library, with the 
complete machine-readable "work that uses the 
Library"，as object code and/or source code, 

so that the user can modify the Library and 
then relink to produce a modified executable 
containing the modified Library. (It is understood 
that the user who changes the contents of 
definitions files in the Library will not necessarily 
be able to recompile the application to use the 
modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for 
linking with the Library. A suitable mechanism is 
one that (1)uses at run time a copy of the library 
already present on the user’s computer system, 
rather than copying library functions into the 
executable, and (2) will operate properly with a 
modified version of the library, if the user installs 
one, as long as the modified version is interface- 
compatible with the version that the work was 
made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid 
for at least three years, to give the same user the 
materials specified in Subsection 6a, above, for a 
charge no more than the cost of performing this 
distribution. 

d) け distribution of the work is made by offering 
access to copy from a designated place, offer 
equivalent access to copy the above specified 
materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of 
these materials or that you have already sent this 
user a copy. 

For an executable, the required form of the "work 
that uses the Library" must include any data 
and utility programs needed for reproducing the 
executable from it. 

However, as a special exception, the materials to 
be distributed need not include anything that is 
normally distributed (in either source or binary form) 
with the major components (compiler, kernel, and so 
on) of the operating system on which the executable 
runs, unless that component itself accompanies the 
executable. It may happen that this requirement 
contradicts the license restrictions of other 
proprietary libraries that do not normally accompany 
the operating system. Such a contradiction means 
you cannot use both them and the Library together 
in an executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work 
based on the Library side-by-side in a single library 
together with other library facilities not covered 

by this License, and distribute such a combined 
library, provided that the separate distribution of the 
work based on the Library and of the other library 
facilities is otherwise permitted, and provided that 
you do these two things:distribute such a combined 
library, provided that the separate distribution of the 
work based on the Library and of the other library 
facilities is otherwise permitted, and provided that 
you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of 
the same work based on the Library, uncombined 
with any other library facilities. This must be 
distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library 
of the fact that part of it is a work based on 

the Library, and explaining where to find the 
accompanying uncomoined form of the same 
work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or 
distribute the Library except as expressly provided 
under this License. Any attempt otherwise to copy, 
modify, sublicense, link with, or distribute the Library 


is void, and will automatically terminate your rights 
under this License. However, parties who have 
received copies, or rights, from you under this 
License will not have their licenses terminated so 
long as such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since 
you have not signed it. However, nothing else grants 
you permission to modify or distribute the Library 

or its derivative works. These actions are prohibited 
by law if you do not accept this License. Therefore, 
by modifying or distributing the Library (or any work 
based on the Library), you indicate your acceptance 
of this License to do so, and all its terms and 
conditions for copying, distributing or modifying the 
Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work 
based on the Library), the recipient automatically 
receives a license from the original licensor to copy, 
distribute, link with or modify the Library subject to 
these terms and conditions. You may not impose 
any further restrictions on the recipients’ exercise of 
the rights granted herein. 

You are not responsible for enforcing compliance by 
third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or 
allegation of patent infringement or for any other 
reason (not limited to patent issues), conditions are 
imposed on you (whether by court order, agreement 
or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions 
of this License. If you cannot distribute so as to 
satisfy simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, then as 
a consequence you may not distribute the Library 
at all. For example, if a patent license would not 
permit royalty-free redistribution of the Library by 
all those who receive copies directly or indirectly 
through you, then the only way you could satisfy 
both it and this License would be to refrain entirely 
from distribution of the Library. If any portion of this 
section is held invalid or unenforceable under any 
particular circumstance, the balance of the section 
is intended to apply, and the section as a whole is 
intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to 
infringe any patents or other property right claims 
or to contest validity of any such claims： this section 
has the sole purpose of protecting the integrity 
of the free software distribution system which is 
implemented by public license practices. Many 
people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that 
system in reliance on consistent application of that 
system; it is up to the author donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any other 
system and 过 licensee cannot impose that choice. 
This section is intended to make thoroughly clear 
what is believed to be a consequence of the rest of 
this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is 
restricted in certain countries either by patents or by 
copyrighted interfaces, the original copyright holder 
who places the Library under this License may 
add an explicit geographical distribution limitation 
excluding those countries, so that distribution 

is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates 
the limitation as if written in the body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised 
and/or new versions of the Lesser General Public 
License from time to time. Such new versions will be 
similar in spirit to the present version, but may differ 
in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version 
number. If the Library specifies a version number 

of this License which applies to it and "any later 
version"，you have the option of following the 
terms and conditions either of that version or of 
any later version published by the Free Software 
Foundation. If the Library does not specify a license 
version number, you may choose any version ever 
published by the Free Software Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into 
other free programs whose distribution conditions 
are incompatible with these, write to the author 

to ask for permission. For software which is 
copyrighted by the Free Software Foundation, write 
to the Free Software Foundation： we sometimes 
make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free 
status of all derivatives of our free software and 


of promoting the sharing and reuse of software 
generally. 

NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE 
OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR 
THE LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY 
APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE 
STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS 
AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY 
"AS に" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, 

BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS 

TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE 
LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST 
OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 
CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY 
APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING 
WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER 
PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE 
THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING 
ANY GENERA し SPECIAL, INCIDENTAL OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF 
THE USE OR INABILITY TO USE THE LIBRARY 
(INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA 
OR DATA 目曰 NG RENDERED INACCURATE OR 
LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES 
OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE 
WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH 
HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADV に ED 
OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OFTERMS AND CONDITIONS 
How to Apply These Terms to Your New Libraries 
If you develop a new library, and you want it to 
be of the greatest possible use to the public, we 
recommend making it free software that everyone can 
redistribute and change. You can do so by permitting 
redistribution under these terms (or, alternatively, 
under the terms of the ordinary General Public 
License). 

To apply these terms, attach the following notices 
to the library. It is safest to attach them to the start 
of each source file to most effectively convey the 
exclusion of warranty： and each file should have at 
least the "copyright" line and a pointer to where the full 
notice is found. 

<one line to give the library’s name and a brief idea 
of what it does.> 

Copyright © <year> <name of author〉 

This library is free software： you can redistribute it 
and/or modify it under the terms of the GNU Lesser 
General Public License as published by the Free 
Software Foundation： either version 2.1of the License, 
or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be 
useful, but WITHOUT ANY WARRANTY： without 
even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FITNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE. See the 
GNU Lesser General Public License for more details. 
You should have received a copy of the GNU Lesser 
General Public License along with this library： if not, 
write to the Free Software Foundation, Inc., 51 Franklin 
Street, Fifth Floor, Boston, MAO 2110 -1301 USA 
Also add information on how to contact you by 
electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work 
as a programmer) or your school, if any, to sign a 
"copyright disclaimer" for the library, if necessary. 

Here is a sample： alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright 
interest in the library ‘Frob' (a library for tweaking 
knobs) written by James Random Hacker. 

<signa 山 re of Ty Coon>i 1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 
That's all there is to it! 

• GNU General Public License に関す 
るお知 5 せ 

本製品は、 GNU General Public License の条件にもと 
づいて利用び許諾されたソフトウエアを含んでいます。該 
当するソースコードの複製物は配巧に必要な費用をご負担 
いただくことでご入手いただけます。 

複製物を入手するためには、弊社カスタマーサポートセン 
ターにお問い合わせください。 

また、 GNU General Public License の詳細については 
日 NU のウェブサイトをご覧ください (http://www. 邑 nu. 
or 呂)。 
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巧障かな？とおった 6 


故障かな？と思ったら、下記の項目を確認してください。また、本機と接続している機器(テレビなど)をあわせて確認して 
ください。それでち正常に動作しないとさは「保証とアフターサービス」 （巨已ぺージ ) をお読みのラえ、販売店にお問い合 
わせ <ださい。 


電源 


こんなとをは 

巧応のしかた 

電源び入らない。 

. 電源コードをコンセントにしっかりと差し込んでください （ 22 ぺー ジ)。 

• 電源コードをコンセントに差し込み、本体表示窓に [RESET] び表示されるま 
で、本体前面部のむ STANDBY/ON を押し続けます。自動的に電源びオフにな 
ります。再度、本機の電源をオンにしてください。 

本機の電源が自動でオンになる。 

• [コント□ール機能設定]を[する]に設定しているときは、接続しているテレビを 
操作すると、本機の電源びオンになることびあります (43 ぺー ジ)。 

本機の電源が自動でオフになる。 

• [無操作オフ設定]び[する]に設定されているとさは、 ] 日分 ULb 何も操作しないと 
本機の電源び自動でオフになります （ 43 ページ)。 

• [コント□ール機能設定]を[する]に設定しているとさは、接続しているテレビの 
電源をオフにすると、本機の電源をオフになることびあります （ 43 ぺー ジ)。 


基本操作 


こんなとをは 

巧応のしかた 

リモコンび働かない。 

• U モコン受光部との距離び7 m の範囲で操作してください （ 22 ぺー ジ)。 

• 電池を交換してください （ 22 ぺー ジ)。 

本機を操作できない。 

• 使用温度範囲内でご使用ください （巨 4 ぺー ジ)。 


再生 


こんなとをは 

巧応のしかた 

ディスクび再生でをない。 

• ディスクをク U —ニングしてください （ 10 ぺー ジ)。 

• ディスクトレイの枠内に正しくセットしてください(印刷面を上にセットしてく 
ださい） （ 27 ぺージ)。 

• 本機で再生できる U —ジョンナンバーか確認してください （ 7 ぺージ)。 

• 本機内部の結露を除去してください （ 10 ページ)。 

• 正常に記録されていないディスクは再生でさません。 

• ディスクの記録状態、傷、そり、ミちれやピックアップの状態、ご使用のディスク 
と本機との相性により、正しく再生でさないことびあります。 

• 録画時間び短いと、正しく再生でさないことびあります。 

• 目 DMV/ 目 DAV L^ 外のフォーマットで記録された BD-RE/-R は再生できません。 

ディスクトレイび自動で開く。 

• ディスクトレイの枠内に正しくセットしてください(印刷面を上にセットしてく 
ださい） （ 27 ぺージ)。 

• ディスクをク U —ニングしてください （ 10 ぺー ジ)。 

• 本機で再生できる U —ジョンナンバーか確認してください （ 7 ぺージ)。 

• 本機で再生でさるディスクか確認してください (7 〜 8 ぺー ジ)。 

再生が止まる。 

• 本機に衝撃を与えたり、不安定な場所に置いたりしたとさは、再生び止まること 
びあります。 

再生時に r カチャ」と音びする。 

• 本機を使用していてしばらく操作をしていなかったとさは、再生開始時に本体か 
ら r カチャ」といラ音びすることびあります。本体の動作音で故障ではありませ 
ん/。 
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K 障かな？と思った S 


映像 


こんなとをは 

巧応のしかた 

映像び映らない。 

• ケーブルを奥までしっかり差し込んでください （17 〜19ぺージ)。 

• 本機とテレビまたは AV アンプび正しく接続されているか確認してください 

(17 〜19ぺージ)。 

• ディスクをク U —ニングしてください （10 ぺージ)。 

• 本機で再生でさる U —ジョンナンバーか確認してください （7 ぺージ)。 

• [ HDMI 出力]端テから映像び出ていない可能性びあります。設定を確認してくだ 

さい （42 ぺージ)。 

• [コンポーネント映像出力]端子から映像び出ていない可能性びあります。設定を 
確認してください （42 ページ)。 

テレビ画面が止まつて操作でさな 
い。 

• ■停止ボタンを押して再生を停止してから再度再生してください。 

• 停止でさないとさは、本体前面部のむ STANDBY / ON を押して電源をオフにし 
てから再度電源をオンにしてください。 

• 電源をオフにできないときは、本体前面部のむ STANDBY / ON を已砂 • U ツ上押し 
続けると電源びオフになります。 

• 傷びついているディスクは再生でさないことびあります。 

音声は出るび、映像び映らない。 

• 映像ケーブルび正しく接続されているか確認してください （17 〜19ぺージ)。 

• 映像び伸びている。 

• 映像び切れている。 

• 縦横比び切り換えられない。 

• テレビの取扱説明書をご覧になり、テレビの縦横比を正しく設定してください。 

• [画面サイズ設定]を正し<設定して<ださい （42 ページ)。 

画面に四角のノイズ(モヴイク)が 
出る。 

• デジタル画像圧縮技術の特性上、動さの早い場面などでブ□ック上の画像び目立 
つことびあります。 

• 再生中に映像び乱れる。 

• 映像び暗い。 

• 本機は□ヴィコーポレーションのアナ□グコピー保護技術に対応しています。テ 
レビ(ビデオデッキを内蔵したをのなど）によっては、コピー保護されたディスク 
を再生したとさに正しく映らないことびあります。これは故障ではありません。 

• DVD レコーダーやビデオデッキなどを経由して本機とテレビを接続したとさ 
は、アナ□グコピー保護によって映像び正しく映りません。本機とテレビは直接 
接続してください （18 〜19ぺージ)。 

映像または音声が正し < 出力され 
ない。 

• コピー保護されたディスクを再生すると、映像または音声び正しく出力されない 
場合びあります。これは故障ではありません。 


音青 


こんなとをは 

巧応のしかた 

• 音声が出ない。 

• 音芦が正し < 出力されない。 

• テレビまたは AV アンプの音量び最小になっているとさは、音量を上げてくださ 
い。 

• ス□一再生中または早送り/早戻し中は音声び出力されません （ 36 ぺー ジ)。 

• DVD に記録されている DTS 音声は、[デジタル音声出力(光)]端子からだけ出力さ 
れます。本機の[デジタル音声出力(光)]端子を DTS 対応アンプまたはデコーダー 
と接続してください （20 ぺー ジ)。 

• ケーブルを奥までしっかり差し込んでください （ 20 ぺー ジ)。 

• 接続プラグや端子び巧れていたら拭いて < ださい。 

• ディスクをク U - ニングしてください （ 10 ぺー ジ)。 

• オーディオ信号外の音声または規格外の音声び記録されているディスクでは、 
音声び出力されないことびあります。 

音が左ち逆になる/片方しか音が 
出ない。 

. 音声ケーブルび左ち逆に接続された0、片方び外れたりしていないか確認して< 

ださい （20 ぺー ジ)。 

映像または音声び正し < 出力され 
ない。 

• コピー保護されたディスクを再生すると、映像または音声び正しく出力されない 
ことびあります。これは故障ではありません。 
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脚璋かな？と思った s 


ネツトワーク 


こんなとをは 

巧応のしかた 

インターネットに接続でをない。 

• LAN ケーブルを奥までしっかりと差し込んでください （21 ぺー ジ)。 

• モジュラーケーブルでは接続しないでください。 [LAN(1 0/100)]端子には 
LAN ケーブ J レを使用してください。 

• イーヴネット八ブ (A ブ機能を持ったルーター)またはモデムの電源びオンになっ 
ているか確認してください。 

• イーヴネット八ブ (A ブ機能を持ったルーター)またはモデムび正しく接続されて 
いるか確認してください。 

• [通信設定]び正しく設定されているか確認してください (4 已〜 47 ぺージ)。 

目 D-LIVE のコンテンツびダウン 
□-ドでさない。 

• LAN ケーブルを奥までしっかりと差し込んでください （21 ぺー ジ)。 

• US 目機器び [USB] 端子に正しく接続されているか確認してください (2 1 ぺ一 

ジ） 

• 巨 D-LIVE 対応のディスクか確認してください。 

• 旧 D-LIVE 設定]び正しく設定されているか確認してください (44 ぺージ )。 


HDMI による〕ント□—ル機能 


こんなとをは 

巧応のしかた 

HDMI によるコント□ール機能び働 
かない。 

• HDMI ケーブルを正しく接続してください （ 17 ぺー ジ)。 

• 八イスピード HDMI ケーブルをお使いください。それ外の HDMI ケーブルでは 
HDMI によるコント□ール機能び正しく動作しないことびあります。 

• 本機の[コント□-ル機能設妇を[する]に設定してください (43 ぺー ジ)。 

• 他社の機器と HDMI ケーブルを使って接続してわ HDMI によるコント□ール機能 
は働さません。 

HDMI によるコント□-ル機能に対応している機器と本機の間に HDMI によるコ 
ント□ール機能に対応していない機器、または他社の機器び接続されているとさ 
は働さません。 

接続しているフラットテレビによっては働かないことびあります。 

• 接続している機器の HDMI によるコント□ール機能を有効にしてください。 
HDMI によるコント□ール機能は、 HDMI ケーブルで接続されているすべての機 
器の HDMI によるコント□ール機能を有効にしているときに働きます。接続およ 
び各機器の設定び完了したら、本機の映像びフラットテレビに出力されているか 
必ず確認してください(接続する機器を変更したり、 HDMI ケーブルを差し直した 
とさを確認してください)。本機の映像びフラットテレビに正しく出力されてい 
ないと、 HDMI によるコント□ール機能び正常に動作しないことびあります。 

• 本機を含めて3台 ULb のプレーヤーび接続されていると働かないことびありま 
す。 

• 接続している機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 

HDMI インジケーターが点なしな 
い。 

• HDMI によるコント□-ル機能対応のパイオニア製フラットテレビと HDMI ケー 
ブルで接続してください。 

• フラットテレビの HDMI によるコント□-ル機能を有効にしてください。 

• ロント□-ル機能設妇を[する]に設定してください （ 43 ぺー ジ)。 

• 本機の映像びフラットテレビに出力されているか確認してください。 


その他 


こんなとをは 

巧応のしかた 

テレビび正しく操作でをない。 

• U モコン機能を持つテレビの一部には、本機の U モコンにより誤動作するをのび 
あります。本機と離してお使いください。 

使用中に本体が熱くなる。 

• 本機を使用中、使用環境によっては本体キャビネットの温度び若干高くなります 
び、故障ではありません。安むしてお使いください。 

接続している機器の入力び自動で切 
り換わる。 

• [コント□-ル機能設定]を[する]にしているときは、接続しているテレビや AV ア 
ンプの入力び自動で切り換わることびあります （ 43 ぺー ジ)。 

ソフトウエアの更新びでさない。 

• ソフトウェアを更新するとさは、ディスクトレイからディスクを取り出してくだ 
さい。 

本体表示窓に [HOLD] と表示して操 
作びでをない。 

• 操作□ック中 （ 1 已ぺージ） です。 U モコンの キーロック ボタンを已砂しソ上押し続 
け操作□ック機能を解除してください。 
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脚璋かな？と思った s 


リセットのしかた 


• 下記のような症状び起こったときは、本体前面部のむ STANDBY / ON を押し続けて、本機を U セットしてください。 

-操作ボタンを受け付けない 
-雑音び出る 
-電源びオフにならない 

本体表示窓に [RESET] と表示されると、本機び U セット状態になり電源びオフになります。再度本機の電源をオンにし 
てください。 

• 電源をオンにするとシステム確認のため完了まで数分間かかることびあります。 

• U セットすると、言語設定などの情報は、残らないことびあります。 

• U セットしてを改善されないとさは、電源をオフにします。そのあと、電源コードをコンセントから抜き、再度差し込ん 
でください。 

※症状び改善されないとさは、販売店にご相談<ださい。 
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エラータツセージ(例) 


ディスクび正しくなかったり操作を誤ったとさは、テレビ画面に次のよラな表示び出ます。 


テレビ画面表巧 

エラーの内容 

巧応のしかた 

再生でさません。 

• 本機で再生でさないディスクび入って 
いるとさ 

• ディスクを確かめて入れ直してくだ 
さい。 

ディスクを読み込めませんでした。 

• 本機で再生でさないディスクび入って 
いるとさ 

• ディスクに傷、ミちれびあるとさ 
• 印刷面を下にセットしているとさ(ディ 
スクトレイび自動で開さます） 

• 規格外のディスクをセットしたとさ 

• ディスクを取り出してください。 

この操作はでさません。 

• 誤った操作をしたとさ 


この US 目メモリーは正しく初期化さ 
れませんでした。フオーマットし直 
してください。 

• フオーマットに失敗したとき 

• フオーマットし直してください。 

接続された USB メモリーは使えませ 
ん。 USB 2.0対応 USB メモリーをお 
使いください。 

• US 目 2 .日対応の US 目メモ U — 外を 
使用しているとさ 

• US 目 2 .日対応の US 目メモ U- を使 
用してください。 


その他 
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用語解説 


インターレーススキャン(飛び越し走査） 

映像の1画面を2回に分けて描さます。最初に奇数番目の走 
査線を描さ、次に偶数番目の走査線を描いて1画面(フレー 
ム)を表 TJX します0 

カウンター表巧 

タイトルや経過時間などを表示します(表示しないディスク 
ちあ0ます)。 

コピーガードロピー制御信号） 

複製防止機能のことです。著作権をなどによって複製を制 
限する旨の信号び記録されているソフトおよび放送番組 
は、録画することびでさません。 

視聴制限(パレンタルレベル） 

デジタル放送や目 D/DVD ビデオの中には、視聴者の年齢に 
合わせて、放送やディスクを見るための規制レベルび設定 
されているをのびあります。そのよラな放送やディスクを 
視聴したとさの規制レベルを設定でさます。 

き幕 

目 D/DVD に記録されている、テキスト情報です （ 38 、 
39 、 40 ぺージ)。 

スキップ 

チャプター(章)やトラック(巧)などを飛ばして頭出しでさま 

す (3 巨ぺー ジ)。 

タイトル番号 

目 D/DVD に記録されているタイトル数です。 

チャプター 

目 D/DVD のタイトル中にある章をチャプターといいます 

(39 、 40 ぺージ)。 

ごづを再生 

前回停止したところから、再生を再開できます （ 27 ぺ一 

ジ)。 

ディスクメニユー 

ディスクメニューびあるとさは、字幕や音声などを画面か 
ら選べます (28 ぺー ジ)。 

トップ(タイトル)メニュ ー 

チャプターや字幕言語などを選ぶメニュー画面です (28 

ぺージ)。 

トラック番号 

音楽 CD に記録された巧番です (39 、 40 ぺー ジ)。 

ド ルビー デジタル 

ドルビーデジタルは、通常の PCM 音声の数分の一のデータ 
量で最大已 .] チャンネルの音声を収録する音声フォーマッ 
卜です。 

ドルビーデジタルプラス 

ドルビーデジタルの拡張-改良版であるドルビーデジタル 
プラスは、限られたデータ帯域を使って高品質なサラウン 
ド音声を提供する高い効率性と柔軟性を備えた音声フォー 
マットです。目 D ビデオでは、最大 7.1 チャンネルのデジタ 
ル音声を収録でさます。 

ドルビー TrueHD 

元の音声データをまった< 同じ音質で再現でさる巧逆圧 
縮(□スレス圧縮)方式を使用した音声フォーマットです。 
目 D ビデオでは、9目 kHz/24 bit では最大8チャンネル、 
192 kHz/24 bit では最大目チャンネルの音声を収録でき 
ます。 


パンスキヤン 

4 : 3のテレビと本機を接続しワイド （1 目： 9) 記録のディス 
クを再生したとさに、再生画像の左ちをカットし4; 3のヴ 
イズにする機能です (42 ぺー ジ)。 

ブルーレイディスク (BD) 

片面1層2已 G 目、片面2層日日 G 目の大容量を実現し、八イ 
ビジョン映像はちちろん、さらに高画質な映像の記録にを 
対応でさる能力を備えたディスクです (7 ページ)。 

プ□グレッシブスキヤン(順次走査） 

映像の1画面を一度に描さます。特に静止画の文字やグラ 
フィックス、横線などの多い画像で、チラツキを抑えた美 
しい画像びご覧になれます。 

ポップアップメニュ ー 

巨 D のポップアップメニューや DVD のメニューを表示しま 

す (28 ぺー ジ)。 

マルチアングル 

巨 D / DVD ビデオの特長の一つで、同じ画像を角度を変えて 
撮影したをのを、一枚のディスクに収録し、アングルを変 
えて再生画像を楽しめる機能です(マルチアング>1レ記録のデ 
ィスクで楽しめる機能です) (38 、 39 、 40 ぺー ジ)。 

マルチ音青 

デジタル放送や日 D / DVD ビデオの特長のひとつで、同じ画 
像に巧して異なる音声をい<つを記録し、音声を切0換え 
て楽しめる機能です。 

リージョンナンパー(地域番号） 

ブルーレイディスクプレーヤーと目 D / DVD ビデオには、販 
売地域ごとに U —ジョンナンノ（一び設定されています。 

■J ニア PCM 音声 

圧縮をしない音声信号です。 

レターボックス 

4 : 3のテレビと本機を接続しワイド （1 目： 9) 記録のディス 
クを再生したとさ、上下に黒い帯のある画像で再生される 
機能です (42 ぺー ジ)。 

AVCHD(Advanced Video Codec 
High Definition) 

AVCHD は、高効率な符号化技術を使ってさまざまなメディ 
アに高精細な八イビジョン信号を記録する、八イビジョン 
( HD ) デジタルビデオカメラの規格です。 

BDAV 

目 D の規格のラち、目 S デジタルまたは地上デジタル放送の 
番組を録画するために設計されたビデオアプ U ケーション 
の規格を、本機では巨 DAV と表しています (7 ぺー ジ)。 

BD-J (Java) アプリケーション 

目 D ビデオでは、目 D - J ( Java ) アプ U ケーションを利用する 
ことにより、ゲームなどを含む、よりインタラクティブ性 
の高いタイトルを制作でさます。 

己 D-LIVE 

インターネットを経由して、予告編映像、追加の音声/字幕 
言語のダウン□ー ドやオンラインゲームなどの目 D - LIVE 機 
能び楽しめます。目 D - LIVE 機能でダウン□ー ドしたデータ 
(予告編映像など)はメモ U - に記憶されます (29 ぺー ジ)。 

目 D - LIVE 機能についてはディスクの説明書をご覧くださ 
い。 

己 DMV 

巨 D の規格のうち、パッケージされた八イビジョン ( HD ) 映 
画コンテンツのために設計されたビデオアプ U ケーション 
の規格を、本機では目 DMV と表しています (7 ぺー ジ)。 
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用語解説 


BD ビデオ 

目 D の規格のラち再生専用メディアを表す規格のことです。 

BD-R 

巨 D の規格のラちデータを一度だけ書さ込める規格のこと 
です。目 D - R ではデータ追記び巧能ですび、一度記録した 
データは書さ換えられません (7 ぺージ)。 

BD-RE 

目 D の規格のラちデータを書さ込みおよび書さ換えびでさる 
規格のことです (7 ぺー ジ)。 

DTS 

デジタルシアターシステムズ社び開発した、劇場向けデ 
ジタル音声システムのことです。音声目チヤンネルを使っ 
て、正確な音場定位と U アルな音響効果び得られます。 
DTS 対応プ□セッヴーやアンプとの接続で映画館のよラな 
音声び楽しめます。 

DTS-HD High Resolution Audio 

不可逆圧縮ち式を使用した音声フォーマットです。 
96 kHz /24 bit の 7.1 チヤンネル音声を収録できます。 

DTS-HD Master Audio 

元の音声データとまった<同じ音質を再現でさる可逆圧 
縮(□スレス圧縮)方式を使用した音声フォーマットです。 

目 D では、9目 kHz /24 bit の 7.1 チヤンネル音声または 
192 kHz /24 bit の已 .] チヤンネル音声を収録できます。 

□ TS-HD Master Audio Essential 

巨 D ビデオの再生では、 DTS-HD Master Audio 、 DTS - 
HD High Resolution . DTS 9 目 kHz /24 bit 、 DTS - 
ES、DTS Digital Surround のデコードび巧能です。 
DVD ビデオの再生では DTS Digital Surraund のみヴポー 
卜しています。 

DVD アップスケーリング 

DVD に記録されている従来のアナ□グテレビ放送 ( SD ) の 
大ささにあたる標準画質映像を、高精細テレビ放送 ( HD )® 
大ささにあたる八イビジョン画質映像に拡張する機能のこ 

とです (27 ぺー ジ)。 

DVD ビデオ 

DVD の規格のラち再生専用メディアを表す規格のことです 

口ぺージ)。 

DVD-R および DVD+R 

DVD 規格のラち]回だけ書さ込みび巧能なメディア 
を表す規格のことです。 DVD - R および DVD + R には 
VR モードとビデオモードびあります。 VR モードは 
Video Recordin 呂 (ビデオ レコーディング) の略で、 DVD - 
RW の基本記録で式です。 DVD - R および DVD + R では消 
去でさますび、残量は増えません。ビデオモードは市販の 
DVD ビデオと同じ記録ち式です (7 ぺージ)。 

DVD-RW および DVD+RW 

DVD 規格のラち繰り返し録画/消去びでをるメディア 
を表す規格のことです。 DVD - RW および DVD + RW に 
は VR モードとビデオモードびあります。 VR モードは 
Video Recordin 呂 （ビデオレコーディング)の略です。 
DVD - RW の基本記録ち式で、録画または消去を繰り返すこ 
とびでさます。ビデオモードは市販の DVD ビデオと同じ記 
録方式です (7 ページ)。 


HDMI 

本機は、 High-Definition Multimedia Interface 
( HDMI ®) 技術を組み込んでいます。 

1本のケーブルで、映像と音声を劣化のないデジタル信号 
で HDMI 対応機器に伝送でさます （17 ぺージ)。 

JPEG ファイル 

静止画ファイルを圧縮する技術の]つです。ファイル容量 
をルさくでさるので、デジタルカメラやインターネットな 
どで、広く使われています （1 1、34ぺージ)。 

MPEG -2 

デジタル圧縮形式として映像や音声を符号化するために使 
用される規格群の名前です 

x . v.Color 

" x . v . Color " 表示に対応したテレビなどと接続し、 xvYCC に 
準拠した映像信号を再生した場合、従来より色再現性びお 
大され、自然界の色をより忠実に再現でさます。 
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おちな仕様 


—般 


電源 

AC ] 00 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 

]已 W 

待機時消費電力(スタンノ くイ状態） 

0.5 W ([クイック起動設茵を[しない]に設定しているとき） 

外形寸法 

目 DP - LX 已3 ; 420 mm (幅） X 72.已 mm (高さ ） x 228 mm (奥行） 

目 DP -33 日: 420 mm (幅） X 目8 mm (高さ ） x 228 mm (奥行） 

質量 

巨 DP - LX 已3 ; 3.3 kg 
巨 DP -330 : 2.已 kg 

許容動作温度 

+已む〜+ 3已む 

許容動作湿度 

10 Q / o 〜80 Q / o (結露のないこと） 

テレビち式 

NTS 妨式 


再生 


再生できるディスク 目 D ビデオ、目 D - RE 、 目 D - RE 2 層ディスク、目 D - R 2 層ディスク、 DVD ビデオ、 

DVD-RW/-R/+RW/+R2 層ディスク（ビデオ/ VR/AVCHD フォー マット)、 音楽 
CD(CD-DA) 、 CD-RW/-R(CD-DA 、 MP3、 JPEG フ アイ J レフ オーマット） 


入力/出力 


HDMI 出力 

] 系統、]9ピン(已 V 、2已日 mA ) 

コンポーネント映像出力 

] 系統、ピンジャック： 

Y (輝度）：] Vp - p (7 已 Q ) 

Pb 、 Pr 恒差）： 0.7 Vp - p (7 已 Q ) 

映像出力 

] 系統、ピンジャック：] Vp - p (7 已 Q ) 

デジタル音声出力(光） 

] 系統、角型光ジャック 

音声出力 

] 系統、ピンジャック： 2 Vrms 

USB 

2系統(フ□ント1、 U アり、 US 目2.日 A イスピード対応 (48 日 Mbit / s ) 

LAN (10/ 10日） 

] 系統、イーヴネツ 1- ジ'ヤツク： 10 BASE - T /100 BASE-TX 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびあります。 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


愛情点巧 


-電源コードや電源プラグび 




り 

このような症がは 
ありませんか 

異常に熱くなる。 

-電源コードにさけめや 
ひび割れびある。 

-電源び入ったり切れたり 
する。 

-本体か5異常な音、熱、 
臭いびする。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、すぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 
セントから巧を、必ず販売店に 
ご相談ください。 


K026*_A1_Ja 
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保証と アフターヴー ビス 


修理に関ずるご貿巧、ごホ目談 

裏表紙に記載の修理受付窓□、またはお買い求めの 
販売店にご相談ください。 

保証書（別添） 

保証書は必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確 
かめて販売店から受け取り、内容をよ<読んで大切 
に保管してください。 


保証期間は購入曰か51年間でず。 


© I ご注意- 

• 「使用上のごを意」をよくお読みのラえ、正しく 
ご使用になることをお勧めいたします (5 ページ)。 


補修用性能部品の最巧保有期間 

弊社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り 
後、 8年間保有しています。性能部品とは、その製 
品の機能を維持するために必要な部品です。 

修理を依巧されるとを 

修理を依頼される前に 57〜61 ページの「故障 
かな？と思ったら」および「エラーメッセージ 
(例）」の項目をご確認ください。 

それでち正常に動作しないとさは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを抜いてから、 67 ページに記 
載の修理受付窓口またはお買い求めの販売店へご依 
頼ください。 

本品は持ち込み修理対応製品です。 

故障して修理をお受けになる場合は、パイオニア 
サービス窓口またはお買い求めの販売店様に製品と 
保証書を持参してお申し付けください。なお、お客 
様のご要望により出張修理を行ラ場合の出張修理 
代、または宅配便による引さ取り回収修理の送料 
は、有料とさせていたださます。 


連絡していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品名:ブルーレイブィスクプレーヤー 
• 型番：巨 DP - LX 己3または巨 DP - 330 
• お買い上げ曰 
• 故障または異常の内容 

「いつ、どのくらいの頻度で、どのよラな操作（使 
用したディスクも）で、どうなる」といった詳細 

保証期間中は 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証 
書に記載されている弊社保証規定に基づさ修理いた 
しよ 9 〇 

保証期間を週ぎているときは 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望によ 
り有料で修理いたします。 


反ービス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付窓口でお受けします。（ミ中縄県の方はミ中縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付窓口にご確認ください。 


♦北海道地区 


☆北海道サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


受付月〜金 9:30 〜 18:00 让 ■ 日 ■ 祝 - 解社休業日は除く） 

☆ 拠点は、 ± 曜ち受付日 :30〜] 2:00、 ] 3:00 〜 18:00 ( 脾社休業日は除く） 

FAX 011-61 1-5694 〒〇目 4-0822 ネ L 幌市中央区北2菜西 20-1-3 クワヴワビル 
FAX 0] 目目-己 5-7207 干070-083]旭川市旭町]菜] T 目 438-89 
FAX 0] 55-23-7757 干080 -00] 5帯広市西已条南 28 T 目]-1 
FAX 0138-40-6473 干04 1-08]] 函館市富岡町 2-18-7 


♦東北地区 

☆ま化サービスセンター 
山形サービス認定店 
郡山サービス認定店 
盛岡サービス認定店 
青森サービス認定店 
八戸サービス認定店 
が田サービス認定店 


FAX 022 -375-4996 
FAX 023-615-1627 
FAX 024 -99]-74 巨6 
FAX 019-656-7648 
FAX 017-735-2438 
FAX 0178-44-3351 
FAX 018-869-7401 


受付月〜金日 : 30 〜 18:00 让 ■ 曰 ■ 祝 . 弊社休業日は除く） 

☆ 拠点は、 ± 曜ち受付日 :30〜] 2:00 、 13:00-18:00 ( 弊社休業曰は除く） 

干981 -3 ] 2 ] 仙台市泉区上谷刈目-1 0-26 
干 990-0023 山形市松波 1-8-17 

干9日 3-88 目]郡山市鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴエニュー伊藤第2ビル 1 F D 号 
干020 -005] 盛岡市下太田下川原 153-1 
干030 -082] 青森市勝田 2-1 日-10 
干03 1-0802 八戸市ル中野 3-1 目-8 
干010 -0802 が田市外旭川き梶の目 345-1 


参東ま都内 受付ち〜 ± 日 :30 〜 1 狂 00 ( 日 ■ 祝 -mt 休業曰は除く） 

世田谷ヴービスステーシヨン FAX 03-34] 9-4234 干1日日-0032世田谷区代沢 4-2 己-9 

化ま京ヴービスステーシヨン FAX 03-3944-7800 干1 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1 F 

多摩ヴービスステーシヨン FAX 042-已24-已947干1 90-0003 立川市栄町 4-18-1 エクセル立川 1 F 
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保証とア フターサービス 


受付月〜金日:30〜] 8:00吐■曰■祝-脾社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜]吕:〇〇、 13:00-18:00 (解社休業日は除く) 

052-已32-]] 48干4己]-0063名古屋市西区}甲切 2-8-] 8 
0564 -33-7080 干 444-0931 岡崎市大和町き荒田36-]大和ビレッジ B-] 
059-213-6712 〒己 14-0821 津市垂水522-已 
058-274 -已256〒己00 -83 己6岐阜市六条江ま1-] -3 
054-236-4063 干 422-8034 静岡市駿巧区高松1 -1 7-] 7 
055-967-84 已已干41 0-0876 ミ召津市：!ヒ今沢1 2-7 
053-422-1401 干 430-091 2浜ネ公市中区茄子田了3己己-1 
076-240-0550 干 920-0362 金お市ち府 3-60-] K2 ビル] F 
076-42 己-3027干 939-82 11富山市二□町 1-7-1 
0776-27-1768 干9 10-0001 福井市大願寺3-己 -9 


•中部地区 

な中部サービスセンター 
岡崎 サービス 認定店 
津 サービス 認定店 
岐阜 サービス 認定店 
静岡 サービス 認定店 
沼津 サービス 認定店 
お松 サービス 認定店 
金沢 サービス 認定店 
富山 サービス 認定店 
福井 サービス 認定店 


♦関西地区 


☆関西サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

巧戸サービス認定店 

FAX 

078-26 己- 0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792 -己]- 2656 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734-46-3026 

京都サービス認定店 

FAX 

07 己- 644-7975 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-36-8713 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773-24-5375 


受付月〜金9:30〜18:00吐•曰•祝.製社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、 13:00-18:00 (1$ 社休業日は除く） 

〒己 64-0052 吹田市広芝町 5-8 

〒日己 1-0093 巧戸市中央区二宮町 1T 目 10-1 □-レル=宜ノースアベニュ ー1F 

〒日7 1-0224 姫路市別所町佐 ±1-1 26 

干641 -00 ] 4和歌山市毛見]] 26-4 

〒日01-8444京都市南区西九条森本町4イッツアイランド 1F 

〒日 30-8] 32奈良市大森西町21 -26 

〒目 20-00 己己福知山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


♦中国-四国地区 

☆中四国ヴービスセンター FAX 082-534-5859 

岡山ヴービス認定店 FAX 08目- 250-2724 

松江ヴービス認定店 FAX 0852 -22-7779 

福山ヴービス認定店 FAX 0849 -3]-279] 

鳥取ヴービス認定店 FAX 0857 -28-801] 

徳山ヴービス認定店 FAX 0834 -33-5759 

高松ヴービス認定店 FAX 087-813-6112 

徳島ヴービス認定店 FAX 088-669-6076 

高巧ヴービス認定店 FAX 088-802-3321 

松山ヴービス認定店 FAX 089-91 1-5608 


受付月〜金日:30〜1泣00 (± ■曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜] 2:00、 ] 3:00〜18:00 (脾社休業日は除く） 

干 733-0003 広島市西区 H 擦町 2-4-22 NK ビル] F 
干700 -0975 岡山市北区今 3-10-10 備前ビル 1F 
〒目 90-00] 7松江市西津田4-已 -40 (有）テクピット内 
干 720-0815 福山市野上町 3- 1 2-9 
干 680-0934 鳥取市徳尾 422-2 
干74日-000目周南市な富町 3- 11森広事務所 1F 
干 760-0080 高松市木太町 862-1 

干 770-8023 徳島市勝占町中須92-]大松ジョ U 力地下1階103号 
干 780-00 日]高知市愛ち町 3-12-1 3晃栄ビル1 F 
干79 1-80] 3松山市山越已 -12-8 


♦九州地区 

☆九州サービスセンター 
北九州サービス認定店 
博多サービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
宮崎サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 


FAX 

092-4] 2-7460 

FAX 

093-94]-8354 

FAX 

092-461-1643 

FAX 

09 己 2-20-] 99] 

FAX 

09 己- 849-4606 

FAX 

096-33]-3323 

FAX 

097 -已己]- 2049 

FAX 

098己- 27-3] 36 

FAX 

099-20]-3 吕03 


受付月〜金日:30〜18:00 (± ■曰-祝.解社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜] 2:00、 13:00-18:00 (弊社休業曰は除く） 

干81 2-0016 福岡市博多医博多駅南 2- 1 2-3 
干 802-0044 化九州市ル倉化区熊本 1T 目 9-4 植田ビル 1F 
干81 2-0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 
干 840-020] 佐賀市大和町大字尼寺 2688-1 
干8己 2-8] 45長崎市昭和 1T 目 12- 10ク U スタル八イツ平野 
干 862-09 18熊本市な立 5T 目 14- 17 
干 870-092] 大分市欧原 3-23-1 己日商ビル 10] 

干 880-082] 宮崎市浮城町 98-1 

干 890-0046 鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーサイド 2] ]F 


♦沖縄県 

沖縄 サービス 認定店 


受付月〜金9:30〜18:00吐-曰•祝-弊社休業日は除く） 

TEL 098-987 -1120干 902-0073 那覇市上間413琉電ァパート1 -5 
FAX 098-987-1 121 


平成吕2年3月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


♦関東-甲信越地区 

☆ま関まサービスセンター FAX 047 -773-93 己4 

松戸ヴービス認定店 FAX 047-340-5052 

水戸サービス認定店 FAX 029-248-1306 

つくばサービス認定店 FAX 0298-曰8-] 369 

☆化関まサービスセンター FAX 048-日日]-8030 

JI 瞄ヴービス認定店 FAX 049-233 -目58 ] 

宇都宮ヴービス認定店 FAX 028-目 57-5882 

群馬ヴービス認定店 FAX 0270-22-] 859 

新漏ヴービス認定店 FAX 02己- 374-575 目 

佐渡サービス指定店横山電機商会 FAX 0259 -63-3400 

☆南関まヴービスセンター FAX 045-943-3788 

横おサービス認定店 FAX 045-348-8661 

巧奈川西サービス認定店 FAX 046-231-1209 

兰宅島サービス指定店勝見電機 FAX 04994-日-] 246 

ホ公本サービス言忍定店 FAX 02目 3-48-0 己7己 

長野ヴービス認定店 FAX 02目- 229-5250 

甲府ヴービス認定店 FAX 055-228-8003 


受付月〜金 9:30-1 8:00让•曰•祝.脾社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付目:30〜1吕:00、13:0□〜18:00 (脾社休業日は除く） 

干27己-0016習志野市津田沼 3-20-22 
干 270-0021 松戸市ル金原 4-9-23 
干31 0-0844 水戸市住吉町 307-4 
干30己-004曰つ < ば市梅園 2-2-6 
干33 1-08 12さいたま市；!ヒ区宮原町 1-3] 0-1 
干3己 0-0804 JI I越市下広谷1128-]] 

干 32]-0912 宇都宮市石井町 3373-2] 

干 372-0801 伊勢崎市宮モ町1 191-17 パヴージュ808伊勢崎] 01号 
干 950-0982 新漏市中央区堀之内南 1-20-1 1 
干 952-1 209佐ミ度市金井町千種1 158-1 

干 224-0037 横お市都筑区をヶ崎南 2-18-1 ベルデュール茅ヶ崎 
干 240-0043 横お市保±ヶ谷区坂本町250 
干 243-0422 ミ毎を名市中新田 4-10- 日3中山ビル 1F 
干 100-1 211兰宅村大宇坪田 

干 390-08 日2松本市大宇島立 180-5 パイオニア松本拠点 1F 
干 380-0935 長野市中御所1 -24 
干400 -0035 甲府市飯田 4-9-] 4 


XXXXXXXXXX 

AAAAAAAAAA 

FFFFFFFFFF 
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保証とア フターサービス 


<各窓□へのお問い合わせの時のごま意> 

「日12日」で始まる眉!フリーコールおよび®フリーコールは、携帯電話 • PHS などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓口のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

参商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1致0日、±曜9:30〜]2:00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
■家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 IP 日] 2日一 944-222 -般電話日44一己 72 — 8] 02 

■ファックス 044-已 72-8] 03 

■インターネットホームぺージ http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覽になり、故障かどラかご確認 
ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

参お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓 □ 

受付時間月曜〜金曜9:30〜]致00、 

±曜9:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜•祝日.弊社休業日は除く） 

■電話 

IP 0] 20— 已一 8] 028 —巧を電言ま044—已72 — 8] 00 

■ファックス 

眉！ 0]20-已-8]029 

■インターネットホームページ 

http :// pioneer . jp / support / repair.html 


※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:日日让曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 

■一般電話 

098-987-1 120 

■ファックス 

098-987-1 121 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

参部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜]狂日日、±曜9:3日〜12:00、 ] 3:00〜17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 

国電言舌 0]2。一已一日]。9已 一般電言舌。已 38-43-1] 日] 

■ファックス @ 0]20-已一8]09目 

平成22年3月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V0L038 
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インターネットによるお客様登録のお願い 

http :// pioneer . jp / support / 

このたびはパイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありがとラございます。 
蹲社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 

上記アドレスか5ご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知5せなどをお届 
けいたします。なお、上記アドレスは、困ったとさのよくある質問や各種お問い合わせ先 
の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービスの提供を目的 
としたページです。 

ブルーレイディスクプレーヤーに関するお知 S せ 

http :// pioneer . jp / support / product / blu.html 

本製品に関する製品情報を弊社ホームページで公開しております。ブルーレイディス 
クプレーヤーに関するアップデート、またはサービス情報をご確認ください。 


ノ Y イオニア株式会社 

干 212-0031 神奈川県川崎市幸区新ル倉1ま1号 


© 2010 ； くイオニア株式会社 
禁無断転載 
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